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王
莽　
「
自
本
」
考

市　

村　

俊
太
郎

は
じ
め
に

王
莽
（
前
四
五
年
―
後
二
三
年
）、
字
は
巨
君
、
言
わ
ず
と
知
れ
た

「
簒
奪
者
」
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
王
莽
伝
で
は
次
の
よ
う

に
評
す
。

賛
に
曰
く
、
王
莽 

始
め
外
戚
よ
り
起
こ
り
、
折
節
力
行
し
て
、

以
て
名
誉
を
要も

と

め
、
宗
族 

孝
を
称
へ
、
師
友
、
仁
に
帰
す
。
其

の
位
に
居
り
て
政
を
輔
す
る
に
及
び
て
、
成
・
哀
の
際
、
国
家
に

勤
労
し
、
道
を
直
し
て
行
ひ
、
動や

や

も
す
れ
ば
称
述
せ
ら
る
。
豈
に

所
謂
「
家
に
在
れ
ば
必
ず
聞
こ
へ
、
国
に
在
れ
ば
必
ず
聞
こ
ふ
」、

「
色
に
仁
を
取
り
て
行
ひ
違
ふ
」
者
な
ら
ん
や
。
莽
、
既
に
不
仁

に
し
て
佞
邪
の
材
有
り
、
又
た
四
父
歴
世
の
権
に
乗
じ
、
漢
の
中

微
、
国
統
三
絶
す
る
に
遭
ひ
、
而
る
に
太
后 

寿
考
し
て
之
を
宗

主
と
為
し
、
故
に
其
の
姦
慝
を
肆

ほ
し
い
ま
まに

し
て
、
以
て
簒
盜
の
禍
を
成

す
を
得
。
是
を
推
し
て
之
を
言
へ
ば
、
亦
た
天
時
に
し
て
、
人
力

の
致
す
に
非
ず
。
其
の
位
を
窃
み
て
南
面
す
る
に
及
び
て
、
拠
る

所
に
非
ざ
る
に
処
り
、
顛
覆
の
勢
は
桀
紂
よ
り
も
険
し
く
も
、
而

し
て
莽
、
晏
然
と
し
て
自
ら
黄
・
虞
の
復
た
出
づ
る
と
以お

も

ふ
な

り
。
乃
ち
始
め
て
恣
睢
に
し
て
、
其
の
威
詐
を
奮
ひ
、
天
に
滔は

び
こり

民
を
虐
げ
、
窮
凶
悪
極
し
て
、
毒 

諸
夏
に
流
れ
、
乱 

蛮
貉
に
延

ぶ
る
も
、
猶
ほ
未
だ
其
の
欲
を
逞
し
く
す
る
に
足
ら
ず）

1
（

。

班
固
に
よ
れ
ば
、
王
莽
は
そ
の
奸
佞
な
る
心
を
尽
く
し
て
帝
位
を
盗

み
取
り
、
さ
ら
に
新
王
朝
を
傾
け
る
も
、
当
人
は
自
ら
黄
帝
や
舜
の
再

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告　

四
十
六
号　

二
〇
二
二
年
三
月
発
行

論　

説
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来
と
嘯
い
て
慢
心
を
極
め
、
国
内
外
に
害
悪
を
広
げ
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
で
、
こ
こ
で
黄
帝
や
舜
の
再
来
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
王
莽
が
自
ら

両
帝
王
を
祖
先
に
位
置
づ
け
、
ま
た
ら
そ
れ
を
実
際
の
政
策
に
反
映
さ

せ
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
そ
の
系
譜
は
『
漢
書
』
元
后
伝
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
班
固
は
そ
れ
を
「
自
本
」
と
表
記
す
る
（
本
稿
に
お
い
て

も
、
以
下
「
自
本
」
と
表
記
す
る
）。

「
自
本
」
が
従
来
の
研
究
で
用
い
ら
れ
て
き
た
の
は
、
主
に
土
徳
の

黄
帝
と
舜
を
祖
先
に
戴
く
こ
と
で
、
漢
新
革
命
を
正
統
化
さ
せ
る
役
割

を
有
し
て
い
た
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た）

2
（

。
黄
帝
を
祖
と
位
置

づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
鄧
楽
群
氏
は
堯
・
劉
氏
を
も
包
括
す
る
「
大

一
統
」
の
宗
族
の
宗
主
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
論

じ
る）

3
（

。
宗
族
に
関
連
し
て
、
郭
善
兵
氏
は
王
莽
の
宗
廟
と
「
自
本
」
と

の
対
応
関
係
に
つ
い
て
指
摘
す
る
が）

4
（

、
こ
の
点
は
本
稿
で
も
重
要
な
論

点
で
あ
る
た
め
、
第
四
章
に
お
い
て
改
め
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

王
莽
自
身
の
実
際
の
宗
族
関
係
は
険
し
い
も
の
で
あ
り
、
張
楠
氏
は
王

莽
が
王
氏
一
族
内
部
の
権
力
闘
争
に
勝
利
し
た
こ
と
が
漢
新
革
命
に
直

接
結
び
つ
き
、
そ
の
後
の
族
内
の
騒
乱
が
新
朝
滅
亡
に
影
響
し
た
と
論

じ
る）

5
（

。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
専
制
統
治
と
宗
族
統
治
と
い
う
軸
か
ら

解
き
明
か
し
た
好
並
隆
司
氏
の
所
論
も
あ
る）

6
（

。

「
自
本
」
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
は
、
東
晋
次
氏
は
相
生
説
や
古
文

学
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
平
帝
元
始
年
間
の
末
ご
ろ
か
と
推
測
し
て
お

り）
7
（

、
古
橋
紀
宏
氏
は
元
始
五
年
の
明
堂
祭
祀
を
通
じ
て
王
莽
が
高
祖
を

超
え
た
始
祖
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、「
自
本
」
の
編
纂

に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る）

8
（

。

王
莽
の
系
譜
に
お
い
て
、
黄
帝
や
舜
が
大
き
な
政
治
的
な
象
徴
性
を

有
し
て
お
り
、
当
時
の
歴
史
的
状
況
に
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
点

は
、
当
然
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
側
面
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
ゆ
え
に
、
舜
以
降
の
陳
氏
や
田
氏
の
意
義
、
あ
る
い
は
系
譜
そ
の
も

の
の
収
族
機
能
が
見
逃
さ
れ
て
き
た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
「
自
本
」
は
明
ら
か
に
政
治
的
な
意
図
を
も
っ
て
作
為
さ
れ

た
系
譜
で
あ
る
た
め
、
そ
の
作
成
過
程
を
辿
る
こ
と
で
、
当
時
の
姓
氏

や
系
譜
に
関
わ
る
一
般
意
識
ら
し
き
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
手
だ
て
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
課
題
に
も
と
づ
き
、
ま
ず
「
自
本
」
の

内
容
の
独
自
性
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
形
づ
く
ら
れ
た
原
因
や
過

程
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
に
「
自
本
」
と
現
実
の
政
治
問
題
と
の
関
係

を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、
王
莽
が
そ
こ
に
込
め
た
意
図
に
つ
い
て
究

明
し
て
い
き
た
い
。
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第
一
章　
「
自
本
」
の
背
景
と
問
題
点

（
一
）
歴
史
的
背
景

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
自
本
」
は
『
漢
書
』
元
后
伝
の
冒
頭
に
収

め
ら
れ
た
系
譜
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
王
莽
の
祖
先
が
黄
帝
よ
り
起
こ

り
、
済
北
王
安
が
国
を
失
い
王
氏
と
称
す
る
に
至
る
ま
で
の
世
系
と
、

そ
の
後
に
元
城
県
へ
徙
っ
て
根
づ
く
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
漢
書
』
中
の
「
自
本
」
の
範
囲
は
明
確
で
な
い
も
の
の
、
板
野
長
八

氏
は
、
元
城
県
で
の
説
話
が
火
生
土
の
思
想
を
含
む
こ
と
か
ら
、
後
半

も
「
自
本
」
の
一
部
と
見
て
お
り
、
ひ
と
ま
ず
は
そ
の
見
解
に
従
い
た

い）
9
（

。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
主
に
伝
説
上
の
時
代
か
ら
王
氏
形
成
に
至
る

ま
で
の
過
程
を
分
析
対
象
と
す
る
た
め
、
前
半
部
の
み
を
こ
こ
に
提
示

す
る
。孝

元
皇
后
は
、
王
莽
の
姑
な
り
。
莽 

自
か
ら
黄
帝
の
後
た
る
を

謂
ふ
。
其
れ
自
本
に
曰
く
、「
黄
帝 

姓
は
姚
氏
、
八
世
に
し
て
虞

舜
を
生
む
。
舜 

嬀

に
起
こ
り
、
嬀
を
以
て
姓
と
為
す
。
周
武

王
に
至
り
て
舜
の
後
嬀
満
を
陳
に
封
ず
。
是
れ
胡
公
為
り
。
十
三

世
し
て
完
を
生
む
。
完 

字
は
敬
仲
、
斉
に
犇は

し

り
、
斉
桓
公
以
て

卿
と
為
す
。
田
氏
を
姓
と
す
。
十
一
世
に
し
て
田
和 

斉
国
を
有

し
二
世
に
し
て
王
と
称
す
。
王
建
に
至
り
て
秦
の
滅
ぼ
す
所
と
為

る
。
項
羽
起
こ
り
、
建
の
孫
安
を
封
じ
て
済
北
王
と
為
す
。
漢
興

る
に
至
り
、
安 

国
を
失
ひ
、
斉
人 

之
を
王
家
と
謂
ひ
、
因
り
て

以
て
氏
と
為
す）

10
（

。

前
漢
の
後
半
期
、
元
城
王
氏
は
、
一
族
内
の
娘
の
王
政
君
が
元
帝
の

皇
后
と
な
っ
た
こ
と
で
、
帝
室
の
外
戚
と
な
り
権
勢
を
誇
る
。
王
政
君

の
甥
の
王
莽
も
、
そ
の
勢
に
乗
じ
て
出
世
し
、
初
始
元
年
（
八
）、
遂

に
は
漢
の
皇
太
子
劉
嬰
か
ら
禅
譲
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
真
皇
帝
に
即

位
し
、
新
王
朝
を
建
て
る
。
翌
年
の
始
建
国
元
年
（
九
）、
王
莽
は

様
々
な
改
制
を
行
い
、
そ
の
一
環
と
し
て
帝
室
の
名
籍
の
管
理
に
関
わ

る
機
構
も
刷
新
さ
せ
た）

11
（

。
そ
の
際
に
出
し
た
策
命
文
の
冒
頭
に
は
、

「
自
本
」
の
内
容
と
よ
く
似
た
王
莽
自
身
の
世
系
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
（
以
下
「
策
命
」
と
表
記
す
る
）。

莽
又
た
曰
く
、「
予
前
に
摂
に
在
り
し
時
、
郊
宮
を
建
て
、

廟

を
定
め
、
社
稷
を
立
つ
る
に
、
神
祇
報
況
し
、
或
い
は
光
上
よ
り

下
に
復
し
、
流
れ
て
烏
と
為
り
、
或
い
は
黄
気
熏
烝
に
し
て
、
昭

燿
章
明
に
し
て
、
以
て
黄
・
虞
の
烈
を
著
す
。
黄
帝
よ
り
済
南
伯
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王
に
至
る
ま
で
、
祖
世
に
氏
姓
五
有
り
。
黄
帝
の
二
十
五
子
、
厥

の
姓
を
分
賜
す
る
こ
と
十
有
二
氏
。
虞
帝
の
先
、
姓
を
受
け
て
姚

と
曰
ひ
、
其
れ
陶
唐
に
在
り
て
は
嬀
と
曰
ひ
、
周
に
在
り
て
は
陳

と
曰
ひ
、
斉
に
在
り
て
は
田
と
曰
ひ
、
済
南
に
在
り
て
は
王
と
曰

ふ
。
予
伏
し
て
念
へ
ら
く
、
皇
初
祖
考
黄
帝
・
皇
始
祖
考
虞
帝
は

以
て
明
堂
に
宗
祀
し
、
宜
し
く
祖
宗
の
親
廟
を
序
す
べ
し
。
其
れ

祖
廟
五
、
親
廟
四
を
立
て
、
后
夫
人
も
皆
な
配
食
せ
し
む
。
郊
に

は
、
黄
帝
を
祀
し
て
以
て
天
に
配
し
、
黄
后
は
以
て
地
に
配
す
。

新
都
侯
東
弟
を
以
て
大
禖
と
為
し
、
歲
時
に
以
て
祀
る
。
姚
・

嬀
・
陳
・
田
・
王
氏
の
凡
そ
五
姓
は
、
皆
黄
・
虞
の
苗
裔
に
し

て
、
予
の
同
族
な
り
。『
書
』
に
云
は
ざ
る
か
、「
九
族
を
惇
序

す
」
と
。
其
れ
天
下
を
し
て
此
の
五
姓
の
名
籍
を
秩
宗
に
上
げ

て
、
皆
な
以
て
宗
室
と
為
さ
し
め
よ
。
世
々
復
し
、
与
か
る
所
有

る
無
か
れ
。
其
れ
元
城
王
氏
は
、
相
嫁
娶
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。

族
を
別わ

か

ち
親
を
理お

さ

む
る
を
以
て
な
り
」
と
。
陳
崇
を
封
じ
て
統
睦

侯
と
為
し
、
胡
王
の
後
を
奉
ら
し
む
。
田
豊
を
世
睦
侯
と
為
し
、

敬
王
の
後
を
奉
ら
し
む）

12
（

。

詳
細
な
分
析
は
第
四
章
で
行
う
が
、
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
前

半
部
分
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
王
氏
の
系
譜
は
、「
自
本
」
の
内
容
と
重

複
す
る
点
が
多
い
。
以
下
、「
自
本
」
と
「
策
命
」
と
の
比
較
を
中
心

と
し
て
、
両
者
の
意
義
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

（
二
）「
自
本
」
に
含
ま
れ
る
問
題
点

「
自
本
」
で
語
ら
れ
る
王
氏
の
祖
先
は
、
黄
帝
や
舜
な
ど
伝
説
上
の

人
物
に
ま
で
及
び
、
到
底
そ
の
ま
ま
信
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ

が
そ
れ
で
も
従
来
の
研
究
に
お
い
て
「
自
本
」
が
用
い
ら
れ
て
き
た
理

由
に
は
、
黄
帝
や
舜
の
持
つ
象
徴
性
か
ら
、
王
莽
が
「
自
本
」
に
込
め

た
政
治
的
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
「
自
本
」
の
内
容
に
は
、
そ
れ
自
体
に
違
和
感
を
覚
え
る
箇

所
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
「
自
本
」
と
「
策
命
」

の
記
述
を
比
較
す
る
と
、
黄
帝
の
姓
に
つ
い
て
微
妙
な
相
違
が
見
ら
れ

る
。「
自
本
」
で
は
黄
帝
が
姚
姓
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、「
策
命
」
で
は

黄
帝
の
子
ら
が
分
族
す
る
過
程
で
姚
姓
を
得
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
資
料
に
目
を
通
す

限
り
、『
漢
書
』
以
前
に
お
い
て
黄
帝
が
姚
姓
を
称
し
た
と
い
う
根
拠

は
存
在
し
な
い
。
例
え
ば
『
史
記
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

黄
帝
は
、
少
典
の
子
な
り
。
姓
は
公
孫
、
名
は
軒
轅
と
曰
ふ）

13
（

。
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は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、「
策
命
」
系
譜
の
作
為
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ゆ
え
に
「
自
本
」
が
黄
帝
を
姚
姓
と
説
く
の
は
、
王
莽
ら
に
よ
る
捏
造

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
自
本
」
に
は
祖
先
と
姓
と
の
関
係
に
お
い
て
、
不
自

然
な
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
自
本
」
で
は
黄
帝
を
姚
姓

と
し
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
「
自
本
」
と
「
策
命
」
と
で
微
妙
に
姓
に
関

す
る
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
の
か
。
以
上
の
疑
問
を
皮
切
り
に
し
て
、

本
稿
で
は
、
祖
先
と
姓
の
関
係
に
注
目
し
、「
自
本
」
の
分
析
を
進
め

て
い
く
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
黄
帝
の
下
の
世
代
に
あ
た
る
舜

の
姓
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

第
二
章　

舜
の
姓
に
つ
い
て

（
一
）
舜
の
姓
に
関
す
る
問
題
点

古
の
聖
王
で
あ
る
帝
舜
は
、
主
に
『
尚
書
』
堯
典
や
『
史
記
』
五
帝

本
紀
な
ど
か
ら
、
そ
の
事
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
に
は
、

『
山
海
経
』
な
ど
の
記
述
か
ら
、
神
話
的
な
舜
の
原
像
を
探
る
研
究
も

多
く
な
さ
れ
て
き
た）

16
（

。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
舜
の
神
格
的
要
素
は
、
時

代
が
下
り
説
話
が
体
系
化
さ
せ
る
過
程
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
に

代
わ
っ
て
帝
王
た
ち
の
一
元
的
な
系
譜
が
登
場
す
る）

17
（

。『
史
記
』
五
帝

ま
た
、『
国
語
』
で
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
少
典 

有
蟜
氏
を
娶
り
、
黄
帝
・
炎
帝
を
生
む
。
黄
帝
は
姬

水
を
以
て
成
り
、
炎
帝
は
姜
水
を
以
て
成
る
。
成
り
て
徳
を
異
に

す
。
故
に
黄
帝
は
姬
為
り
、
炎
帝
は
姜
為
り）

14
（

。

公
孫
姓
で
あ
っ
た
り
姫
姓
で
あ
っ
た
り
、
諸
説
は
あ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
姚
姓
で
は
な
い
。
ま
た
黄
帝
の
子
の
分
族
説
話
に
関
し
て
も
、

例
え
ば
上
掲
の
『
国
語
』
晋
語
四
に
は
、さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

同
姓
を
兄
弟
と
為
す
。
黄
帝
の
子
二
十
五
人
、
其
の
同
姓
な
る
者

は
二
人
の
み
。
唯
だ
青
陽
と
夷
鼓
の
み
皆
な
己
姓
為
り
。
青
陽
・

方
雷
氏
の
甥
な
り
。
夷
鼓
・
彤
魚
氏
の
甥
な
り
。
其
の
生
を
同
じ

く
し
て
姓
を
異
に
す
る
者
は
、
四
母
の
子
に
し
て
、
別
れ
て
十
二

姓
と
為
る
。
凡
そ
黄
帝
の
子
は
、
二
十
五
宗
あ
り
。
其
の
姓
を
得

る
者
は
十
四
人
に
し
て
十
二
姓
と
為
る
。
姬
・
酉
・
祁
・
己
・

滕
・
箴
・
任
・
荀
・
僖
・

・

・
依
、
是
れ
な
り
。
唯
だ
青
陽

と
蒼
林
氏
の
み
黄
帝
と
同
じ
く
す
。
故
に
皆
姬
姓
為
り）

15
（

。

こ
れ
も
古
い
説
話
を
引
い
て
い
る
と
は
い
え
、
十
二
姓
の
う
ち
姚
姓
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本
紀
に
よ
れ
ば
、
舜
は
黄
帝
の
八
世
後
裔
、
帝
顓
頊
の
六
世
後
裔
に
あ

た
る
と
言
う
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
姓
を
称
し
た
の
か
は
っ
き
り

と
し
な
い）

18
（

。
そ
こ
で
五
帝
本
紀
以
外
の
資
料
か
ら
舜
の
姓
を
探
る
と
、

一
つ
厄
介
な
問
題
に
直
面
す
る
。
そ
れ
は
姚
と
嬀
と
い
う
二
つ
の
姓
系

の
重
複
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
題
に
入
る
前
に
、
古
代
に
お
け
る
姓
氏
の
概
観
、
特
に
周

代
に
お
け
る
姓
氏
制
の
特
質
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
特
に
挙
げ
る
周
代
の
姓
氏
制
と
は
、
先
秦
時
代
、
特
に
春
秋

時
代
以
前
の
貴
族
層
に
お
い
て
通
用
し
て
い
た
、
姓
と
氏
の
二
種
類
の

冠
称
を
用
い
、
本
人
と
身
分
と
血
縁
関
係
を
表
示
し
た
称
謂
制
度
を
指

す）
19
（

。
こ
の
姓
と
氏
の
起
源
は
殷
代
の
氏
族
名
号
に
遡
る
と
も
言
わ
れ
る

が）
20
（

、
明
確
に
現
れ
る
の
は
、
周
代
の
青
銅
器
金
文
に
お
い
て
か
ら
で
あ

る）
21
（

。
そ
の
後
の
春
秋
戦
国
時
代
以
降
に
様
々
な
言
説
が
文
書
化
さ
れ
る

な
か
で
、
姓
や
氏
に
関
わ
る
説
話
も
多
く
登
場
す
る
。
例
え
ば
、『
春

秋
左
氏
伝
』
隠
公
八
年
の
衆
仲
の
言
に
は
、天
子
が
諸
侯
に
姓
を
賜
い
、

封
じ
て
氏
を
与
え
る
こ
と
、
及
び
諸
侯
の
支
族
や
有
功
者
が
氏
を
得
る

過
程
が
説
か
れ
て
い
る）

22
（

。
ま
た
『
国
語
』
に
は
、
伯
禹
や
四
岳
が
治
水

の
功
に
よ
り
姓
氏
を
得
る
話
や
、
黄
帝
と
炎
帝
が
別
姓
と
な
っ
た
話
な

ど
が
載
せ
ら
れ
て
い
る）

23
（

。
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
、
古
の
帝
王
や

賢
者
た
ち
は
多
く
姓
氏
の
祖
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
が
、
一
方
で
上
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述
の
よ
う
な
黄
帝
を
祖
と
す
る
一
元
的
な
系
譜
を
生
み
出
す
動
き
も
見

ら
れ
た
。
戦
国
末
の
成
立
と
言
わ
れ
る
『
世
本
』
に
は
、
上
古
か
ら
戦

国
期
ま
で
の
王
侯
卿
大
夫
ら
の
系
譜
や
姓
氏
な
ど
が
収
集
さ
れ
て
お

り
、
司
馬
遷
も
『
史
記
』
作
成
時
に
利
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る）

24
（

。

秦
漢
期
に
入
る
と
、
周
代
の
よ
う
な
姓
と
氏
の
体
制
は
崩
れ
、
ほ
ぼ

全
て
の
人
間
が
斉
し
く
家
名
と
し
て
の
姓
を
持
つ
こ
と
と
な
る
が
、
こ

の
姓
の
性
格
は
現
代
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い）

25
（

。

先
秦
時
代
の
姓
・
氏
と
秦
漢
代
以
降
の
姓
と
の
間
に
は
隔
た
り
が
見
ら

れ
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
移
行
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分

に
一
致
し
た
見
解
を
見
な
い）

26
（

。
こ
の
前
漢
代
は
、
姓
そ
の
も
の
に
対
す

る
関
心
が
薄
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
例
え
ば
司
馬
遷
『
史
記
』
高
祖
本
紀

に
「
高
祖
は
、
沛
の
豊
邑
中
の
陽
裏
の
人
、
姓
は
劉
氏
、
字
は
季）

27
（

」
な

ど
と
姓
と
氏
を
混
ぜ
て
書
く
用
法
に
つ
い
て
は
、
後
世
顧
炎
武
か
ら

「
姓
氏
の
称
は
、
太
史
公
よ
り
始
め
て
混
じ
り
て
一
と
為
る
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る）

28
（

。
一
方
で
前
漢
末
期
と
も
な
る
と
、
京
房
の
徒
に
よ
る

「
吹
律
定
姓
」
の
説
が
現
れ
た
よ
う
に）

29
（

、
姓
氏
へ
の
関
心
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

姓
と
氏
の
認
識
が
曖
昧
で
あ
っ
た
前
漢
期
に
対
し
、
後
漢
期
に
は
姓

氏
の
学
が
大
き
く
発
達
す
る
。
ま
ず
章
帝
期
の
白
虎
観
会
議
を
も
と
に

編
纂
さ
れ
た
『
白
虎
通
』
で
は
、
姓
と
氏
の
性
格
の
違
い
に
つ
い
て
明

確
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
の
ち
の
王
充
の
『
論
衡
』
に
お
い
て
も
、
姓

は
「
本
姓
」
と
「
氏
姓
」
と
に
分
か
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

30
（

。

後
漢
期
に
お
け
る
特
に
重
要
な
成
果
と
し
て
は
、
王
符
『
潜
夫
論
』
志

氏
姓
篇
と
応
劭
『
風
俗
通
』
氏
姓
篇
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
両
者
は
冒
頭

で
氏
の
由
来
に
つ
い
て
分
類
し
、
さ
ら
に
当
代
の
諸
々
の
姓
に
つ
い
て

の
起
源
を
整
理
し
て
説
い
て
い
る）

31
（

。
こ
れ
以
降
、
豪
族
の
勢
力
拡
大
や

貴
族
の
登
場
に
伴
い
、
個
々
の
姓
氏
に
対
す
る
関
心
は
さ
ら
に
高
ま

り
、
譜
牒
の
学
の
確
立
を
見
る
こ
と
と
な
る）

32
（

。

以
上
が
古
代
に
お
け
る
姓
氏
の
概
略
と
な
る
が
、
周
代
の
姓
と
氏
か

ら
現
代
的
な
姓
へ
の
移
行
と
、
姓
氏
に
対
す
る
認
識
の
変
化
と
い
う
二

つ
の
動
き
か
ら
見
た
と
き
、
両
漢
交
代
期
に
出
現
し
た
王
莽
の
系
譜
の

存
在
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

話
を
本
筋
に
戻
し
、
な
に
ゆ
え
舜
の
姓
が
問
題
に
な
る
か
と
言
え

ば
、
そ
れ
は
周
代
の
姓
と
氏
の
性
格
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
顧
炎
武
が
「
男
子
は
氏
を
称
し
、
女
子
は
姓
を
称
す
。

氏
は
一
た
び
再
伝
す
れ
ば
変
わ
る
べ
く
も
、
姓
は
千
万
年
す
れ
ど
も
変

ら
ず）

33
（

」
と
簡
潔
に
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
姓
と
は
そ
も
そ
も
氏
と
異

な
り
、
女
性
が
血
統
を
表
す
た
め
に
称
し
、
世
代
が
移
っ
て
も
改
変
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
姓
の
原
理
に
則
る
と
、
一
つ
の

系
統
に
は
一
つ
の
姓
し
か
な
い
は
ず
で
あ
り
、
原
則
的
に
は
伝
説
上
の
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帝
王
も
一
つ
の
姓
系
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
舜
の
場
合
、
現

存
す
る
文
献
の
記
事
を
集
め
る
と
、
姚
と
嬀
の
二
つ
の
姓
族
か
ら
祖
と

見
な
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
次
項
で
は
、
こ
れ
ら
具
体
的
に
資

料
を
引
い
た
う
え
で
、
舜
と
二
姓
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

（
二
）
舜
と
姚
姓

ま
ず
舜
と
姚
姓
が
関
係
す
る
資
料
を
収
集
す
る
と
、
主
に
次
の
六
例

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
も
の
は
、「
自
本
」
成
立
以
前
、
す

な
わ
ち
前
漢
以
前
の
成
立
と
目
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
類
似
し
た
記
事

は
省
い
て
い
る
。

Ⅰ
帝
舜
は
姚
姓
な
り
（『
世
本）

34
（

』）。

Ⅱ 

帝
舜
曰
く
、
咨あ

あ

、
爾な

ん
じ費

、
禹
の
功
を
賛
し
、
其
れ
爾
に

游
を

賜
ふ
。
爾
が
後
嗣 

将
に
大
い
に
出
で
ん
と
す
。
乃
ち
之
に
姚

姓
の
玉
女
を
妻め

あ
はさ

ん
（『
史
記）

35
（

』）。

Ⅲ 

舜
閔う

れ

ひ
て
家
に
在
り
、
父
何
ぞ
以
て
鱞
に
す
。
堯 

姚
に
告
げ

ざ
る
に
、
二
女
何
ぞ
親
し
む
（『
楚
辞）

36
（

』）。

Ⅳ 

舜
崩
じ
、
有
禹
代
り
て
興
る
。
禹
卒
に
受
命
し
、
乃
ち
姚
姓
を

陳
に
遷
邑
す
（『
大
戴
礼）

37
（

』）。

Ⅴ 

昔
有
過
の
澆
は
、
斟
灌
を
殺
し
て
以
て
斟
鄩
を
伐
ち
、
夏
后
相

を
滅
ぼ
す
。
后
の
緡 

方ま
さ

に
娠は

ら

む
。
竇
よ
り
逃
出
し
、
有
仍
に

帰
り
て
少
康
を
生
む
。
仍
の
牧
正
と
為
り
、
澆
を
惎に

く

み
て
能
く

之
を
戒
む
。
澆 

椒
を
し
て
之
を
求
め
し
む
。
逃
げ
て
有
虞
に

奔
り
、
之
が
庖
正
と
為
り
、
以
て
其
の
害
を
除
く
。
虞
思 

是

に
於
い
て
之
に
妻
す
に
二
姚
を
以
て
す
（『
春
秋
左
氏
伝）

38
（

』）。

Ⅵ 

大
荒
の
中
、
不
庭
の
山
有
り
、
栄
水
焉こ

こ

に
窮
む
。
人
有
り
、
三

身
な
り
。
帝
俊
の
妻
娥
皇
、
此
の
三
身
の
国
を
生
む
。
姚
姓
な

り
。
黍
食
す
。
四
鳥
を
使
ふ
（『
山
海
経）

39
（

』）。

Ⅰ
は
、
舜
が
姚
姓
で
あ
る
と
直
接
示
す
記
事
で
あ
る
が
、
当
の
『
世

本
』
は
既
に
散
逸
し
完
全
な
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。
Ⅱ
は
『
史
記
』

に
お
い
て
、
舜
が
自
分
の
娘
を
臣
下
の
費
に
嫁
が
せ
た
と
い
う
記
事
で

あ
り
、
娘
を
姚
姓
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
舜
自
身
も
姚
姓
で
あ
る
こ
と
が
窺

が
え
る
。
Ⅲ
は
『
楚
辞
』
中
の
文
で
あ
り
、
堯
が
二
人
の
娘
を
独
身
の

舜
に
嫁
が
せ
た
説
話
を
背
景
に
、
舜
の
父
を
姚
と
表
現
し
て
い
る
。
Ⅳ

は
『
大
戴
礼
』
に
お
い
て
、
舜
の
没
後
に
禹
が
舜
の
子
孫
を
陳
に
遷
し

た
と
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
舜
の
近
い
子
孫
を
姚
姓
と
表
現
し

て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
後
世
の
嬀
姓
国
で
あ
る
陳
に
遷
し
た
と
す
る

の
は
、
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ⅴ
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
収
め
ら
れ
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た
説
話
で
あ
る
。
夏
代
の
騒
乱
の
な
か
で
、
少
康
が
逃
げ
て
虞
の
国
に

至
っ
た
際
に
、
舜
の
子
孫
で
あ
る
虞
思
が
彼
に
二
人
の
娘
を
嫁
が
せ
た

と
い
う
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
で
娘
を
二
姚
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
こ

の
説
話
は
、『
楚
辞
』
離
騒
中
に
も
部
分
的
に
確
認
さ
れ
る）

40
（

。
Ⅵ
は

『
山
海
経
』
中
の
記
事
で
、
帝
俊
の
子
孫
の
国
が
姚
姓
で
あ
っ
た
と
述

べ
る
も
の
だ
が
、
俊
と
舜
を
同
一
視
す
べ
き
か
議
論
の
分
か
れ
る
所
で

あ
り
、
ま
た
『
山
海
経
』
の
記
事
は
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
一
応
提
示

す
る
だ
け
に
止
め
る）

41
（

。

以
上
列
挙
し
た
資
料
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
舜
を
直
接
姚
姓
と
述
べ

る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
舜
の
父
の
世
代
や
子
孫
に
ま
で
姚
姓
が
用
い
ら

れ
て
い
る
記
事
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
舜
と
姚
姓
と
の
関
係
は
深
い
も
の

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
三
）
舜
と
嬀
姓

次
に
舜
と
嬀
姓
と
が
関
係
す
る
資
料
を
収
集
す
る
と
、
主
に
次
の
四

例
と
な
る
。

Ⅶ 

陳
胡
公
満
は
、
虞
帝
舜
の
後
な
り
。
昔
舜 

庶
人
為
り
し
時
、

堯 

之
に
二
女
を
妻
し
、
嬀

に
居
ら
し
む
。
其
の
後 

因
り
て

氏
姓
と
為
し
、
嬀
氏
を
姓
と
す
（『
史
記）

42
（

』）。

Ⅷ 

（
穿
封
戌
）
対
へ
て
曰
く
、…
…
幕
よ
り
瞽

に
至
る
ま
で
、命

に
違
ふ
こ
と
無
し
。
舜 

之
を
重
ぬ
る
に
明
徳
を
以
て
し
、
徳
を

遂
に
寘お

く
。
遂 

世
々
之
を
守
り
、
胡
公
に
及
ぶ
ま
で
淫
せ
ず
。

故
に
周 

之
に
姓
を
賜
ひ
て
、
虞
帝
を
祀
ら
し
む
。
臣
聞
く
、
盛

徳
は
必
ず
百
世
祀
ら
る
と
。
虞
の
世
数
未
だ
し
。
継
守 

将
に
斉

に
在
ら
ん
と
す
。
其
の
兆
既
に
存
す
（『
春
秋
左
氏
伝）

43
（

』）。

Ⅸ 

（
嬀
氏
は
）
帝
舜
の
後
な
り
。
舜 

嬀

に
生
ま
れ
、
子
孫 

焉

を
氏
と
す
（『
世
本）

44
（

』）。

Ⅹ 

帝
曰
く
、
咨
、
四
岳
、
朕
在
位
す
る
こ
と
七
十
載
、
汝
能
く
命

を
庸も

ち

ふ
。
朕
が
位
を
巽ふ

め
。
岳
曰
く
、
否
徳
な
れ
ば
帝
位
を
忝

は
ず
か
し

め
ん
。
曰
く
、
明
明
と
し
て
側
陋
よ
り
揚
げ
よ
と
。
師も

ろ
も
ろ々 

帝

に
錫

た
て
ま
つり

て
曰
く
、「
鰥
の
下
に
在
る
有
り
、
虞
舜
と
曰
ふ
」
と
。

帝
曰
く
、「
俞し

か

り
。
予
も
聞
く
。
如
何
」
と
。
岳
曰
く
、「
瞽
の

子
な
り
。
父
は
頑
、
母
は
嚚ぎ

ん

、
象
は
傲
な
れ
ど
も
、
克
く
諧や

わ
らぐ

る
に
孝
を
以
て
す
。
烝
烝
と
し
て
、
乂お

さ

め
て
姦
に
格
ら
ざ
ら
し

む
」
と
。
帝
曰
く
、「
我
其
れ
試
み
ん
か
な
」
と
。
時こ

こ

に
于
て
、

厥
の
二
女
を
刑
す
る
を
観
ん
と
し
て
、
二
女
を
嬀

に
釐
降
し

て
、
虞
に
嬪
す
。
帝
曰
く
、「
欽つ

つ
しめ

る
か
な
」
と
。（『
尚
書）

45
（

』）。

Ⅶ
は
舜
が
堯
の
娘
を
娶
っ
た
際
に
嬀

に
居
た
こ
と
か
ら
、
舜
の
後
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裔
が
嬀
を
姓
と
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
『
史
記
』
陳

杞
世
家
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
陳
氏
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
Ⅷ
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
記
さ
れ
た
穿
封
戌
の
言
葉
で
あ
り
、
舜

の
祖
先
か
ら
子
孫
の
胡
公
ま
で
功
徳
を
守
り
伝
え
た
こ
と
か
ら
周
王
か

ら
姓
を
賜
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
直
接
嬀
姓
と
書
か
れ
て

い
な
い
も
の
の
、『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
一
貫
し
て
陳
氏
を
嬀
姓
と
し

て
扱
っ
て
お
り
、
舜
と
嬀
姓
と
の
関
係
を
示
す
も
の
に
は
違
い
な
い
。

Ⅸ
は
先
ほ
ど
も
挙
げ
た
『
世
本
』
の
文
で
あ
り
、
嬀
氏
が
帝
舜
の
後
裔

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
嬀
を
姓
で
は
な
く

氏
と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
嬀
を
氏
と
見
る
こ

と
は
『
説
文
解
字
』
に
も
通
じ
る
所
が
あ
る
。
Ⅹ
は
『
尚
書
』
堯
典
の

記
事
で
あ
り
、
堯
が
娘
を
舜
に
嫁
が
せ
た
説
話
だ
が
、
こ
こ
で
は
舜
に

嫁
が
せ
る
際
に
地
名
の
嬀

と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
た
め
、
正
確

に
言
え
ば
嬀
姓
に
直
接
関
わ
る
記
事
で
は
な
い
。

以
上
列
挙
し
た
資
料
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
舜
と
嬀
姓
と
の
関
係
は

姚
姓
と
比
べ
て
希
薄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
古
い
時
代
の
文
献

で
は
舜
そ
の
人
を
嬀
姓
と
示
す
根
拠
が
見
当
た
ら
ず
、
あ
く
ま
で
舜
の

子
孫
に
あ
た
る
陳
氏
が
嬀
姓
で
あ
る
と
間
接
的
な
関
係
を
示
唆
す
る
に

止
ま
る）

46
（

。

第
三
章　
「
自
本
」
の
構
成

（
一
）「
自
本
」
の
独
自
性

前
章
で
は
、
本
来
一
つ
の
姓
し
か
持
ち
得
な
い
は
ず
の
舜
と
い
う
一

人
格
が
、
二
つ
の
姓
系
の
祖
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
と

指
摘
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
矛
盾
に
対
し
て
、
後
世
ど
の
よ
う
に
解
釈

し
、
統
合
が
図
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
二
つ
の
主
要
な
解
釈
事
例
を

挙
げ
た
う
え
で
、「
自
本
」
の
独
自
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

第
一
の
方
法
は
、
姚
と
嬀
の
二
字
を
併
称
し
た
と
見
る
考
え
方
で
あ

る
。
た
だ
し
こ
の
実
例
は
極
め
て
少
な
く
、
一
般
的
な
も
の
で
は
な

い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
現
行
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
巻
十
三 

女
部

に
は
、
姚
・
嬀
の
字
を
以
下
の
よ
う
に
解
く
。

姚
、
虞
舜 

姚
虛
に
居
り
、
因
り
て
以
て
姓
と
為
す
。

嬀
、
虞
舜 

嬀

に
居
り
、
因
り
て
以
て
氏
と
為
す）

47
（

。

こ
れ
に
つ
い
て
許
慎
が
直
接
、
舜
が
姚
と
嬀
を
同
時
に
併
称
し
た
と

論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
姓
字
を
列
挙
す
る
な
か
で
嬀
字
の

み
氏
と
解
く
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
姚
と
嬀
が
重
複
す
る
と
い
う
矛
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盾
を
、
姓
と
氏
と
い
う
性
質
の
異
な
る
名
号
に
分
け
る
こ
と
で
、
一
応

の
解
決
を
つ
け
た
と
読
み
取
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

は
後
世
に
お
い
て
、
多
少
の
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
。
明
末
に
毛
晋
・

毛
扆
父
子
は
汲
古
閣
本
『
説
文
解
字
』
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
際
に
、

嬀
の
条
の
「
因
以
為
氏
」
を
「
因
以
為
姓
」
に
改
め
た
。
こ
れ
に
対

し
、
段
玉
裁
は
『
説
文
解
字
注
』
巻
十
三 

女
部 

嬀
の
注
に
お
い
て
、

氏
は
、
各
旧
本
及
び
集
韻
・
類
篇
も
皆
同
じ
。
毛

季
の

改
し

て
姓
と
為
す
は
、
非
な
り）

48
（

。

と
批
判
し
再
度
改
め
た
。
あ
く
ま
で
嬀
を
姓
と
見
る
毛
扆
の
判
断
も
尤

も
だ
が
、
姓
を
一
つ
と
見
る
原
理
に
則
れ
ば
、
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま

う
。
実
の
と
こ
ろ
段
玉
裁
が
主
張
す
る
氏
と
は
、
後
世
に
姓
へ
と
転
化

す
る
氏
姓
と
見
て
い
る
た
め）

49
（

、
次
に
挙
げ
る
第
二
の
手
法
と
の
折
衷
と

も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
の
方
法
は
、
系
譜
上
に
お
い
て
改
姓
が
行
わ
れ
た
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。
こ
れ
も
本
来
姓
は
不
変
で
あ
る
は
ず
な
の
で
、
原
理
的
に

は
正
し
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
様
々
な
文
献
に
は
賜
姓
説
話
が
残
さ
れ

て
い
る
た
め
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
系
譜
上
の
ど
の

段
階
で
改
姓
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
、
更
に
三
つ
の
見
解
に
分

か
れ
る
。

最
も
主
要
な
も
の
は
、
舜
の
代
で
は
姚
姓
を
称
し
て
い
た
が
、
時
代

が
下
り
、
周
の
初
め
に
舜
の
子
孫
の
満
が
陳
国
に
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
際

に
嬀
姓
を
賜
っ
た
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
が
、

前
の
第
二
章
の
（
三
）
で
挙
げ
た
、『
史
記
』
陳
杞
世
家
と
『
春
秋
左

氏
伝
』
昭
公
八
年
の
伝
文
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
つ

の
資
料
で
は
、
舜
の
子
孫
が
新
た
に
嬀
姓
を
称
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
以
前
に
姚
姓
を
称
し
て
い
た
と
は
明
言
し
て
い

な
い
点
に
注
意
が
要
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
舜
以
前
で
既
に
嬀
姓
を
称
し
て
お
り
、
舜
の
代
に

お
い
て
姚
姓
に
改
め
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
張
守

節
『
史
記
正
義
』
五
帝
本
紀
の
注
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

瞽
叟 

姓
は
嬀
な
り
。
妻 

握
登
と
曰
ふ
。
大
虹
を
見
て
意
感
じ
舜

を
姚
墟
に
生
む
。
故
に
姓
は
姚
な
り）

50
（

。

こ
れ
は
特
異
な
見
解
で
あ
り
、
嬀
と
姚
の
両
姓
が
舜
に
関
わ
る
も
の

の
、
瞽
叟
が
嬀
姓
を
称
す
と
い
う
の
は
典
拠
が
不
明
で
あ
る
。

第
三
の
見
解
は
、
舜
の
祖
先
が
姚
姓
を
称
し
て
お
り
、
舜
の
代
に
お

い
て
嬀
姓
へ
改
め
ら
れ
た
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
採
る
も
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伝
と
王
莽
伝
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
莽
の
台
頭
は
元
城
王
氏
で

あ
る
こ
と
に
根
差
し
て
お
り
、
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

次
に
元
城
王
氏
と
斉
の
田
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
。『
漢
書
』
元
后

伝
に
、
元
城
王
氏
が
も
と
は
済
南
の
本
籍
を
置
い
て
い
た
が
、
東
平
陵

の
終
氏
と
諍
い
が
起
こ
っ
た
た
め
、
魏
郡
元
城
県
に
徙
っ
た
と
い
う
経

緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）

51
（

。
ま
た
同
じ
く
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
に
記
載
さ

れ
た
劉
向
の
発
言
に
、
元
城
王
氏
の
祖
先
の
墓
が
済
南
に
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
る）

52
（

。
以
上
か
ら
、
元
城
王
氏
が
も
と
も
と
済
南
の
地
に

い
た
こ
と
は
、
十
分
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
済
南
は
戦
国
時
代
の
斉
の
地

で
あ
り
、
そ
の
後
、
済
北
王
田
安
が
領
し
た
地
で
も
あ
る
。
実
際
に
血

縁
関
係
が
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
済
南
を
原
籍
と
す
る
王
氏
が
斉
の
田

氏
を
祖
と
称
し
た
こ
と
は
、
理
屈
の
う
え
で
は
自
然
で
あ
る
。
た
だ

し
、「
自
本
」
に
「
田
氏
を
姓
と
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
田

と
は
周
代
姓
氏
制
で
謂
う
所
の
氏
で
あ
り
、
田
氏
の
姓
は
、
陳
氏
と
同

様
で
あ
れ
ば
、
嬀
姓
の
は
ず
で
あ
る
。
も
し
姓
氏
を
一
元
化
し
て
田
を

姓
と
見
な
し
、
か
つ
姓
の
重
複
を
避
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
田
氏
は
嬀
姓

で
な
い
こ
と
と
な
る
。

第
三
に
田
氏
と
陳
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
田
氏
が
陳
氏
を
祖
と
す

る
こ
と
は
、
例
え
ば
『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ

て
い
る）

53
（

。
ゆ
え
に
田
氏
ま
で
遡
っ
た
系
譜
を
、
さ
ら
に
陳
氏
へ
繋
げ
る

の
は
、
本
稿
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
自
本
」
と
「
策
命
」
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
も
王
莽
以
降
で
全
く
賛
同
さ
れ
な
い
独
特
な
解
釈
で
あ
る
。
ま
た

同
世
代
に
お
け
る
姓
の
重
複
が
な
い
点
は
改
姓
説
の
特
徴
で
あ
る
が
、

「
自
本
」
の
場
合
、
周
代
の
姓
と
氏
、
さ
ら
に
漢
代
以
降
の
姓
と
が
同

質
な
も
の
と
し
て
並
列
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）「
自
本
」
の
作
成
過
程

次
に
「
自
本
」
の
作
成
過
程
を
追
い
、
そ
の
独
自
性
が
ど
の
よ
う
に

生
じ
た
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
考
察
を
進
め
る
上
で
、
一
つ
の
仮
説
を
設
定
す
る
。
そ
れ
は
、

「
自
本
」
の
系
譜
は
構
造
上
、
新
し
い
時
代
か
ら
古
い
時
代
へ
遡
る
よ

う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
新
し
い
時

代
の
記
述
を
土
台
と
し
て
、
古
い
時
代
の
記
述
を
接
合
さ
せ
た
と
換
言

す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
設
定
す
る
根
拠
と
し
て
、

新
し
い
時
代
の
方
が
記
憶
の
面
で
も
資
料
の
面
で
も
確
定
性
が
高
い
こ

と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
視
点
に
基
づ
き
、
第
一
に
王
莽
と
元

城
王
氏
と
の
関
係
を
、
第
二
に
元
城
王
氏
と
斉
の
田
氏
と
の
関
係
を
、

第
三
に
斉
の
田
氏
と
陳
氏
と
の
関
係
を
、
第
四
に
陳
氏
と
舜
と
の
関
係

を
、
第
五
に
舜
と
黄
帝
と
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
追
っ
て
い
く
。

ま
ず
王
莽
と
元
城
王
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
の
元
后
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こ
と
に
無
理
は
な
い
。
た
だ
し
こ
こ
で
も
田
氏
の
場
合
と
同
じ
く
姓
と

氏
の
問
題
が
生
じ
る
。「
自
本
」
で
は
、
陳
の
み
が
姓
か
氏
と
し
て
称

せ
ら
れ
た
も
の
と
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
「
策
命
」
で
は
「
黄
帝

よ
り
済
南
伯
王
に
至
る
ま
で
、
祖
世
に
氏
姓
五
有
り
。
…
…
周
に
在
り

て
は
陳
と
曰
ひ
」
と
し
て
、
や
は
り
他
と
同
列
に
扱
う
も
の
と
見
て
良

い
だ
ろ
う
。
本
来
陳
と
は
国
名
で
あ
り
、
ま
た
周
代
姓
氏
制
で
謂
う
所

の
氏
で
あ
る）

54
（

。
と
こ
ろ
で
陳
氏
が
嬀
姓
を
称
し
た
と
い
う
事
実
は
、

『
左
伝
』
等
に
お
い
て
、
陳
国
の
侯
女
の
名
に
嬀
字
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る）

55
（

。
劉
歆
が
古
文
学
を
興
し
、
王
莽
が
革
命
を

正
当
化
さ
せ
る
う
え
で
、『
左
伝
』
に
依
拠
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
研

究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る）

56
（

。
そ
う
す
る
と
陳
氏
の
世
代
に
お
い
て
、

陳
と
嬀
の
二
姓
が
重
複
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
田
氏
の
と
き

と
同
様
、
こ
こ
で
も
陳
氏
は
嬀
姓
で
な
い
こ
と
と
な
る
。
い
さ
さ
か

穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
陳
の
み
が
「
自
本
」
に
お
い
て
姓
か
氏
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
陳
氏
が
嬀
姓
で
あ
る
こ
と
が
文

献
上
明
白
で
あ
る
た
め
、
陳
を
姓
と
し
た
と
明
言
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
四
に
陳
氏
と
舜
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
陳
氏
が
舜
の
子
孫
で
あ
る

と
い
う
言
説
が
、『
史
記
』
や
『
左
伝
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
二

章
で
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ゆ
え
に
系
譜
を
作
成
す
る
う
え
で
、

陳
氏
か
ら
舜
へ
遡
ら
せ
る
こ
と
は
理
解
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は

舜
の
姓
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
し
舜
の
姓
を
姚
姓
と
見
な
す
な
ら
ば
、

陳
氏
か
ら
外
れ
た
嬀
姓
は
行
き
場
を
失
い
、
王
莽
の
系
譜
か
ら
外
れ
か

ね
な
い
。
ま
た
『
史
記
』
や
『
左
伝
』
に
基
づ
け
ば
、
陳
氏
は
姚
姓
を

称
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
舜
か
ら
陳
氏
へ
の
接
続
が
不
自
然
な
も
の

と
な
る
。
結
局
、
陳
氏
と
舜
を
血
統
で
結
ぶ
た
め
に
は
、
嬀
姓
を
陳
氏

か
ら
繰
り
上
げ
て
、
舜
の
世
代
で
称
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
、

順
当
と
な
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
舜
と
黄
帝
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
舜
が
黄
帝
の
子
孫
だ
と
見

な
す
の
は
、『
史
記
』
五
帝
本
紀
等
に
依
拠
す
れ
ば
、
容
易
に
説
明
可

能
で
あ
る）

57
（

。
こ
う
し
て
王
莽
か
ら
黄
帝
ま
で
の
祖
系
を
一
本
で
繋
ぐ
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
も
姓
の
問
題
が
残
る
。
第
二

章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
舜
が
姚
姓
を
称
し
た
と
す
る
根
拠
は
十

分
に
あ
る
が
、
王
莽
の
系
譜
で
は
、
姓
氏
を
一
元
化
し
、
か
つ
陳
氏
と

舜
と
を
直
接
繋
げ
た
た
め
、
舜
が
嬀
姓
を
称
し
た
と
説
明
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
舜
と
姚
姓
と
の
関
係
を
維
持
す
る
な
ら

ば
、
今
度
は
姚
姓
が
舜
の
上
の
世
代
に
繰
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
第
一
章
に
て
、「
自
本
」
と
「
策
命
」
に
お
け
る
黄
帝
の
姓
の
記

述
が
異
な
る
と
指
摘
し
た
が
、
そ
も
そ
も
姚
姓
を
舜
よ
り
上
の
世
代
に

受
け
持
た
せ
る
こ
と
こ
そ
、
最
も
肝
要
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
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る
。
こ
こ
ま
で
王
莽
の
系
譜
の
形
成
過
程
を
追
っ
て
き
た
が
、
注
目
す

べ
き
は
、
祖
先
と
姓
と
の
対
応
関
係
を
整
序
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
識

で
あ
る
。
舜
に
嬀
姓
を
、
黄
帝
に
姚
姓
を
配
し
た
こ
と
も
、
系
譜
を
一

直
線
上
に
し
た
う
え
で
祖
先
と
姓
を
対
応
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
う

し
て
こ
の
系
譜
の
上
で
は
、
著
名
な
祖
先
は
そ
れ
ぞ
れ
姓
の
代
表
者
に

も
な
る
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、
な
ぜ
こ
う
ま
で
し
て
祖
先
と
姓
と
の

関
係
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
、
新
た
な
問
題
が
生
じ

る
。
次
章
で
は
、
そ
の
現
実
的
政
治
的
な
意
義
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

第
四
章　
「
自
本
」
の
政
治
性

（
一
）
王
莽
の
九
廟

「
自
本
」
と
「
策
命
」
の
系
譜
記
事
は
、
両
者
非
常
に
近
い
内
容
を

持
つ
も
の
の
、
前
者
が
純
粋
に
王
氏
の
源
流
を
説
く
の
に
対
し
、
後
者

は
政
治
的
意
図
を
持
っ
た
詔
令
と
い
う
点
で
、
資
料
と
し
て
の
性
質
が

異
な
る
。
つ
ま
り
「
策
命
」
に
お
い
て
は
、
系
譜
記
事
は
後
半
部
の
本

旨
を
裏
支
え
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
本
旨
と
は
、
ま
ず
姚
嬀
陳

田
と
い
う
王
氏
に
先
立
つ
四
つ
の
氏
姓
を
挙
げ
た
う
え
で
、
宗
廟
を
整

序
し
、
王
氏
周
辺
の
宗
族
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
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段
階
で
は
、
宗
廟
の
構
成
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
み
で
あ
り
、
実
際
に

は
黄
帝
や
帝
舜
は
元
始
年
間
に
建
て
ら
れ
た
明
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る）

58
（

。

こ
の
王
莽
が
描
い
た
宗
廟
の
構
成
に
つ
い
て
着
目
す
る
と
、
不
毀
の
五

祖
廟
と
親
尽
し
て
佚
毀
さ
れ
る
四
親
廟
の
計
九
廟
を
構
想
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

こ
の
王
莽
の
九
廟
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
以
前
の
宗

廟
制
度
の
沿
革
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
比
較
検
証
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
前
漢
期
の
宗
廟
制
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』

韋
賢
伝
に
具
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
議
論
の
内
容
は
藤
川
正
數
氏
ら

が
既
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
郡
国
廟
や
皇
考
廟
の
可
否
、
不
毀
の
祖

廟
の
配
分
、
廟
数
な
ど
多
岐
に
わ
た
る）

59
（

。
そ
の
不
毀
廟
と
廟
数
に
つ
い

て
見
る
と
、
元
帝
期
に
は
議
論
の
す
え
に
周
代
に
倣
い
七
廟
を
基
礎
と

す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
が
、
残
り
五
廟
の
配
置
、
特
に
武
帝
廟
を
不

毀
廟
か
迭
毀
廟
か
に
す
る
か
で
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
哀
帝
期
に
は

再
び
武
帝
廟
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
王

舜
・
劉
歆
ら
は
、
七
廟
を
「
常
数
」
と
す
る
も
の
の
、
殷
代
の
事
例
を

引
い
て
「
宗
」（
不
毀
廟
）
の
数
を
不
定
で
あ
る
も
の
と
主
張
し
た
。

こ
の
宗
不
定
説
を
背
景
に
、
平
帝
期
に
は
宣
帝
と
元
帝
、
さ
ら
に
の
ち

に
成
帝
と
平
帝
が
不
毀
廟
と
な
り
、
ま
た
既
に
恵
帝
と
景
帝
が
再
度
親

廟
を
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
、
前
漢
末
期
に
は
最
終
的
に
不
毀
廟
七
・
迭

毀
廟
に
収
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る）

60
（

。

目
黑
杏
子
氏
は
以
上
の
沿
革
を
詳
細
に
分
析
し
た
う
え
で
、
王
莽
の

九
廟
の
構
成
を
比
較
し
、
そ
れ
が
「
歴
史
的
特
異
」
と
し
た
う
え
で
、

一
方
で
親
廟
四
の
数
に
着
目
し
、
か
つ
て
の
韋
元
成
ら
の
説
が
継
承
さ

れ
て
い
る
も
の
と
見
る）

61
（

。
こ
こ
で
五
祖
廟
に
目
を
向
け
る
と
、
確
か
に

数
も
異
例
な
が
ら
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
内
訳
で
あ
ろ
う
。
上
述
の

通
り
、
王
莽
は
始
建
国
元
年
に
「
策
命
」
を
出
し
て
宗
廟
の
構
成
つ
い

て
言
及
し
た
が
、
実
際
に
着
手
す
る
の
は
、
反
乱
が
過
激
化
す
る
地
皇

元
（
後
二
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
完
成
は
更
に
二
年
後
の
地
皇
三

（
後
二
二
）
年
に
な
る
。『
漢
書
』
王
莽
伝
に
は
、
九
廟
の
構
成
を
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る）

62
（

。

九
廟
は
、
一
に
黄
帝
太
初
祖
廟
と
曰
ひ
、
二
に
帝
虞
始
祖
昭
廟
と

曰
ひ
、
三
に
陳
胡
王
統
祖
穆
廟
と
曰
ひ
、
四
に
斉
敬
王
世
祖
昭
廟

と
曰
ひ
、
五
に
済
北
愍
王
王
祖
穆
廟
と
曰
ひ
、
凡
そ
五
廟
は
墮
た

ず
と
云
ふ
。
六
に
済
南
伯
王
尊
禰
昭
廟
と
曰
ひ
、
七
に
元
城
孺
王

尊
禰
穆
廟
と
曰
ひ
、
八
に
陽
平
頃
王
戚
禰
昭
廟
と
曰
ひ
、
九
に
新

都
顕
王
戚
禰
穆
廟
と
曰
ふ）

63
（

。

各
宗
廟
に
は
被
祀
者
の
名
号
を
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
、
黄
帝
・
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舜
・
陳
胡
公
満
・
斉
敬
王
田
完
・
済
北
王
田
安
・
王
遂
・
王
賀
・
王

禁
・
王
曼
が
祀
ら
れ
、
黄
帝
以
下
は
昭
穆
へ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
黄
帝

か
ら
田
安
ま
で
の
五
廟
は
祖
廟
に
あ
た
り
、
王
遂
以
下
の
四
廟
は
直
近

の
祖
先
を
祀
る
親
廟
で
あ
る
。
こ
こ
で
祖
廟
の
構
成
を
見
る
と
、
被
祀

者
の
五
名
は
、「
自
本
」
や
「
策
命
」
に
記
載
さ
れ
た
祖
先
と
重
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
自
本
」
に
は
五
名
の
他
に
も
、
田
和
や
王

建
（
田
建
）
の
名
も
記
し
て
い
る
。
亡
国
の
君
で
あ
る
田
建
は
と
も
か

く
、
一
見
す
る
と
、
田
斉
最
初
の
君
主
で
あ
る
田
和
の
業
績
は
、
田
完

や
田
安
に
も
劣
ら
ぬ
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
田
和
で
は
な
く
、
田
完

田
安
が
採
ら
れ
た
理
由
は
、「
自
本
」
に
お
い
て
田
完
か
ら
「
田
氏
を

姓
と
」
し
た
こ
と
、
そ
し
て
田
安
か
ら
「（
王
を
）
氏
と
為
」
し
た
こ

と
に
因
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
策
命
」
に
お
い
て
、

「
黄
帝
よ
り
済
南
伯
王
に
至
る
ま
で
、
祖
姓
に
五
有
り
」
と
述
べ
、
続

け
て
宗
廟
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
第
三
章

で
は
、
王
莽
の
系
譜
に
お
け
る
祖
先
と
姓
と
の
関
係
は
、
意
図
的
に
整

合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
宗
廟

の
構
成
も
、
姚
嬀
陳
田
王
の
五
姓
の
代
表
者
を
半
永
久
的
に
祀
る
た

め
、
意
識
的
に
選
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
王
莽
の
宗
族

「
策
命
」
で
は
、
宗
廟
の
設
立
に
続
け
て
、
姚
嬀
陳
田
王
の
五
姓
を

王
莽
の
同
族
と
見
な
し
、
名
籍
に
収
め
て
秩
宗
に
管
理
さ
せ
る
旨
が
示

さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
前
漢
王
朝
に
お
い
て
、
皇
族
の
名
籍
の
管
理
は
宗
正
（
宗

伯
）
の
職
掌
で
あ
っ
た
が
、
始
建
国
元
年
に
お
け
る
王
莽
の
改
制
に

よ
っ
て
、
宗
正
が
秩
宗
（
太
常
）
へ
と
併
合
さ
れ
た）

64
（

。
当
然
な
が
ら

「
策
命
」
で
王
莽
が
秩
宗
に
管
理
さ
せ
る
と
命
じ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ

と
に
関
連
す
る
。
太
常
と
は
宗
廟
の
管
理
や
祭
祀
を
司
る
職
官
で
あ

り）
65
（

、
宗
正
と
職
掌
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
は
な
く
、
過
去
に
併
合
さ
れ

た
前
例
も
な
い
。
こ
の
秩
宗
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
宗
正
と

い
う
役
職
の
特
殊
性
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。

宗
正
に
つ
い
て
楯
身
智
志
氏
は
、
皇
帝
か
ら
血
縁
的
に
距
離
の
あ
る

同
姓
者
（
劉
姓
）
が
任
じ
ら
れ
、
皇
室
と
同
姓
諸
侯
王
家
と
の
仲
介
役

を
務
め
て
い
た
と
指
摘
す
る）

66
（

。
つ
ま
り
宗
正
は
単
に
皇
籍
を
管
理
す
る

だ
け
で
な
く
、
皇
帝
の
親
族
た
ち
と
の
折
衝
も
務
め
る
た
め
、
そ
の
血

縁
上
の
立
ち
位
置
が
、
職
務
を
果
た
す
う
え
で
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
は
、
宗
正
の
職
掌
を
も
継
承
し
た
秩
宗
の
場
合
、
宗
正
と
同
様
に
同

族
間
の
仲
介
役
と
し
て
の
任
務
や
、
任
命
さ
れ
る
た
め
の
身
分
上
の
条

件
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
現
存
す
る
史
料
か
ら
で
は
、
秩
宗
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が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
職
務
を
果
た
し
た
の
か
、
ま
た
誰
が
秩
宗
に

任
命
さ
れ
た
の
か
等
の
事
柄
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
『
漢
書
』
王
莽

伝
に
は
、
政
権
末
期
に
「
秩
宗
大
将
軍
陳
茂
」
と
い
う
人
物
が
い
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る）

67
（

。
こ
の
一
例
は
、
五
姓
内
の
人
物
が
秩
宗
に
任

名
さ
れ
得
た
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
し
宗
正
の
特
殊
性
が
秩
宗
に
も
継
承
さ
れ
、
五
姓
の
者
が
特
権
的

に
任
命
さ
れ
る
資
格
を
保
持
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
太
常
と
併
合

さ
れ
た
理
由
も
概
ね
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
面
的
な
姓
の
異
な

る
五
姓
の
者
が
、「
同
族
」
関
係
を
確
認
で
き
る
数
少
な
い
場
が
宗
廟

に
お
け
る
祭
祀
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
五
姓
を
統
合
す
る
た
め
に
、
宗
廟

等
の
祭
祀
を
司
る
太
常
と
、
同
族
間
の
仲
介
役
を
果
た
す
宗
正
と
が
併

合
さ
れ
、
そ
こ
に
五
姓
の
者
が
任
命
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
一
応
の

筋
が
通
る
。

王
莽
の
宗
族
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、「
睦
」
と
い
う
字
も
一

つ
の

に
な
る
。「
睦
」
と
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
一
に
曰
く
敬
和
な

り
」
と
解
く
が）

68
（

、
と
り
わ
け
『
尚
書
』
や
『
礼
記
』
等
の
典
拠
に
も
と

づ
き
、
広
く
同
族
の
内
を
対
象
と
し
た
和
親
を
指
す
用
例
が
多
い）

69
（

。
王

莽
は
こ
の
「
睦
」
字
を
、
政
治
の
場
に
お
い
て
象
徴
的
に
用
い
た
様
子

が
読
み
取
れ
る
。

王
莽
は
始
建
国
元
年
に
、
同
じ
王
氏
一
族
に
あ
っ
て
五
服
の
内
に
あ

る
も
の
に
爵
を
与
え
た
が
、
そ
の
際
に
男
性
の
爵
号
に
は
「
睦
」
字
を

用
い
た）

70
（

。
続
い
て
同
年
の
う
ち
に
、
古
の
帝
王
の
子
孫
と
目
さ
れ
る
者

ら
に
も
爵
位
を
与
え
て
、
各
々
祖
先
の
祭
祀
を
執
り
行
わ
せ
た
際
に
、

黄
帝
の
後
た
る
姚
恂
に
は
初
睦
侯
の
、
舜
の
後
た
る
嬀
昌
に
は
始
睦
侯

の
爵
を
与
え
て
い
る）

71
（

。
さ
ら
に
そ
の
後
、
所
謂
「
策
命
」
を
下
し
た
後

に
続
け
て
、
陳
胡
公
の
後
た
る
陳
崇
に
は
統
睦
侯
の
、
斉
敬
王
の
後
た

る
田
豊
に
は
世
睦
侯
の
爵
を
与
え
た
。
こ
の
四
者
の
爵
号
に
用
い
ら
れ

た
初
・
始
・
統
・
世
の
字
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
前
節
で
挙
げ
た
王
莽

の
五
祖
廟
の
廟
号
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
各
々
に
「
睦
」

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
特
別
に
王
氏
一
族
の
五
服
内
に
あ
る
者

に
擬
す
る
名
誉
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
王
莽

政
権
下
の
四
姓
と
は
、
宗
廟
で
の
祭
祀
を
通
じ
て
、
観
念
的
に
皇
族
と

同
宗
で
あ
る
こ
と
を
目
指
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

重
要
な
点
は
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
宗
族
体
制
は
王
莽
が
強
く
意
識

し
て
構
築
し
た
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
さ
き
の
古
の
帝

王
の
子
孫
に
対
す
る
封
爵
事
例
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
施
策
は
『
左

伝
』
襄
公
二
十
五
年
の
伝
に
見
え
る
、
周
が
か
つ
て
舜
の
後
と
さ
れ
る

胡
公
満
を
陳
に
封
じ
て
三
恪
備
わ
っ
た
と
い
う
説
話
に
倣
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
古
の
帝
王
と
賢
者
は
、
順
に
黄

帝
・
帝
少
昊
・
帝
顓
頊
・
帝

・
帝
堯
・
帝
舜
・
帝
夏
禹
・
皋
陶
・
伊
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尹
、
そ
れ
に
周
・
殷
・
周
公
・
孔
子
で
あ
り
、
そ
の
顔
ぶ
れ
か
ら
王
莽

の
崇
拝
対
象
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
黄
帝
を
首
と
す
る
の
は
帝
繋
の
歴

史
観
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
少
昊
を
含
め
る
の
は
、
劉
歆
「
世

経
」
の
歴
史
観
で
あ
る）

72
（

。
こ
の
両
者
を
折
衷
す
る
こ
と
で
、
王
莽
は
相

生
説
の
五
徳
終
始
説
と
漢
新
の
偉
大
な
二
系
統
を
称
揚
す
る
こ
と
を
同

時
に
成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
自
本
」
同
様
、
古
史
を
利
用
し
僅

か
に
操
作
す
る
こ
と
で
、
意
図
的
に
新
た
な
観
念
的
世
界
像
の
創
出
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
宗
族
と
は
、
例
え
ば
『
白
虎
通
』
宗
族
に
「
宗
と
は
、
何

の
謂
ぞ
や
。
宗
は
尊
な
り
。
先
祖
を
主
と
為
す
は
、
宗
人
の
尊
ぶ
所
な

り
。
…
…
大
宗
は
能
く
小
宗
を
率
い
、
小
宗
は
能
く
群
弟
を
率
い
、
其

の
有
無
を
通
じ
て
、
族
人
を
紀
理
す
る
所
以
の
者
な
り）

73
（

」
と
言
う
よ
う

に
、
同
祖
関
係
を
も
と
に
し
て
統
族
機
能
を
持
っ
た
血
縁
的
集
団
を
指

す
。
こ
の
よ
う
な
同
宗
族
内
の
協
力
関
係
は
、
当
然
に
政
治
の
場
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
。
か
つ
て
好
並
隆
司
氏
は
、
前
漢
後
半
期
の
君
主
政
治

の
性
格
に
つ
い
て
、
外
朝
の
官
僚
に
拠
る
専
制
的
な
皇
帝
の
支
配
と
内

朝
の
外
戚
に
拠
る
天
子
の
支
配
と
い
う
二
項
を
用
い
て
説
明
し
た）

74
（

。
後

者
の
状
況
に
お
い
て
は
、
同
族
関
係
に
よ
っ
て
勢
力
を
広
げ
た
外
戚
集

団
が
内
朝
を
掌
握
し
、
姻
族
と
し
て
の
君
主
を
含
め
、
血
縁
的
な
共
同

体
制
に
よ
る
支
配
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。

王
莽
政
権
の
特
徴
と
し
て
、
異
姓
者
を
内
包
し
拡
大
し
た
宗
族
の
存

在
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
す
で
に
楊
永
俊
氏
や
郭
善
兵
氏
の
論
説
に
お
い

て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

75
（

。
し
か
し
こ
の
五
姓
の
関
係
を
、
単
純
に
宗
族

と
し
て
の
機
能
を
拡
大
さ
せ
た
も
の
と
見
て
良
い
の
か
は
疑
問
で
あ

る
。
ま
た
楊
氏
は
舜
を
祖
と
す
る
た
め
に
仕
方
な
く
他
の
四
姓
を
同
宗

族
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
消
極
的
に
評
価
し
て
い
る
が
、
前

章
で
見
た
通
り
、
王
莽
は
わ
ざ
わ
ざ
姓
と
祖
先
と
の
関
係
を
調
整
し
て

ま
で
五
姓
の
根
拠
を
明
確
に
し
て
お
り
、
四
姓
者
の
立
ち
位
置
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

（
三
）
同
姓
不
婚

王
莽
が
四
姓
に
同
宗
関
係
に
擬
し
た
特
殊
な
地
位
を
与
え
た
意
図
と

し
て
、
当
然
新
政
権
を
建
て
る
に
及
ん
で
、
協
力
者
を
増
や
し
、
確
固

た
る
勢
力
を
築
き
た
か
っ
た
と
い
う
意
図
の
あ
る
こ
と
は
、
指
摘
さ
れ

よ
う）

76
（

。
し
か
し
問
題
は
、
そ
の
地
位
の
具
体
的
な
性
格
、
特
に
王
氏
皇

族
と
の
距
離
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、「
策
命
」
末
部
に
あ
る
「
其

れ
元
城
王
氏
は
、
相
嫁
娶
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。
族
を
別
つ
を
以
て
親

を
理
む
」
の
文
章
に
着
目
し
た
い
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
原
理
は
、

所
謂
同
姓
不
婚
の
禁
忌
で
あ
る
。

同
姓
不
婚
と
は
、
同
姓
者
同
士
の
婚
姻
を
禁
止
し
た
慣
習
で
あ
り
、
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そ
の
歴
史
は
古
い
。
例
え
ば
『
礼
記
』
に
、「
妻
を
取
る
に
同
姓
を
取

ら
ず
。
故
に
妾
を
買
ふ
に
其
の
姓
を
知
ら
ざ
れ
ば
則
ち
之
を
卜
ふ）

77
（

」
な

ど
と
言
う
も
の
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た
『
左
伝
』
で
は
、
僖
公
二
十
三

年
の
叔
詹
の
諫
言
に
お
い
て
、「
男
女
同
姓
な
れ
ば
、
其
の
生 

蕃
ら

ず）
78
（

」
と
し
て
同
姓
婚
を
忌
む
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
慣
習

と
し
て
実
際
に
ど
れ
だ
け
守
ら
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
春
秋

時
代
に
は
諸
侯
が
同
姓
婚
を
結
ぶ
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
時
代
が
下

り
、
法
制
度
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
同
姓
不
婚
の
禁
忌
も
明

文
化
さ
れ
罰
則
を
伴
う
よ
う
に
な
る）

79
（

。
こ
の
よ
う
に
同
姓
不
婚
は
中
国

史
上
を
通
じ
て
長
く
通
用
さ
れ
て
い
た
理
念
だ
が
、
時
代
に
よ
っ
て
そ

の
現
実
的
な
扱
わ
れ
方
は
随
分
と
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

漢
代
の
状
況
に
つ
い
て
、
鶴
間
和
幸
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
豪
族
の

婚
姻
事
例
か
ら
判
断
す
る
と
、
同
姓
不
婚
の
適
用
範
囲
は
徙
居
の
関
わ

ら
な
い
同
県
同
姓
者
間
に
限
ら
れ
て
い
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る）

80
（

。
つ
ま

り
同
一
地
域
内
の
同
姓
間
で
の
み
禁
忌
と
し
て
機
能
し
、
本
貫
を
遷
し

た
場
合
は
元
同
県
同
姓
者
で
あ
っ
て
も
咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
。
こ
の
徙
居
に
関
し
て
は
、
王
莽
の
近
祖
元
城
王
氏
も
元
は
済

南
郡
東
平
陵
に
居
た
が
後
に
魏
郡
元
城
県
に
徙
っ
た
事
情
が
あ
る
。
王

莽
の
正
妻
は
済
南
郡
の
王
訢
の
娘
で
あ
り
古
く
は
同
県
同
姓
者
で
あ
る

が）
81
（

、
鶴
間
氏
の
説
に
よ
れ
ば
徙
居
を
経
て
い
る
の
で
問
題
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

王
莽
は
即
位
後
に
も
為
政
者
と
し
て
、
様
々
な
姓
を
扱
っ
た
施
策
を

行
っ
て
い
る
。
ま
ず
「
策
命
」
の
場
合
、
王
莽
は
全
く
の
異
姓
者
で
あ

る
姚
嬀
陳
田
の
四
姓
を
、
同
祖
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
不
婚
の
対
象
と

し
て
い
る
。
四
姓
者
は
当
然
姓
も
異
な
れ
ば
本
貫
も
多
様
で
あ
り
、
こ

の
時
点
で
現
実
的
な
慣
習
か
ら
は
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
同
じ
く
始
建
国
元
年
の
「
策
命
」
発
布
の
後
、
革
命
に
協
力
的
で

あ
っ
た
大
量
の
劉
姓
者
に
王
姓
を
賜
っ
た
際
に
は
、
劉
歆
の
娘
が
王
莽

の
息
子
と
既
に
婚
姻
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
除
外
し
て
い
る）

82
（

。
逆

に
考
え
る
と
、
新
た
に
王
姓
と
な
っ
た
元
劉
姓
者
は
、
王
莽
の
皇
族
と

の
通
婚
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
四
姓
者
の
場

合
、
擬
制
的
で
は
あ
る
が
同
祖
同
血
と
い
う
名
目
が
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
新
王
姓
者
の
場
合
は
、
血
統
の
差
異
は
明
確
で
あ
り
全
く
事
情

が
異
な
る
。
以
上
か
ら
、
王
莽
の
積
極
的
に
同
姓
不
婚
の
原
理
を
適
用

す
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

同
姓
不
婚
の
意
義
に
つ
い
て
尾
形
勇
氏
は
、
異
姓
に
対
し
て
は
通
婚

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
連
帯
性
を
生
じ
さ
せ
、
同
姓
に
対
し
て
は
同
姓

関
係
を
確
認
す
る
こ
と
で
従
来
の
紐
帯
を
保
持
す
る
と
い
う
二
重
の
社

会
的
機
能
を
指
摘
し
て
い
る）

83
（

。
し
か
し
本
来
が
ど
う
で
あ
れ
、
実
際
に

は
通
婚
を
禁
ず
る
こ
と
で
、
分
断
を
促
進
し
て
い
く
機
能
が
存
在
し
た
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で
あ
ろ
う
こ
と
も
十
分
に
想
定
し
得
る）

84
（

。

こ
の
よ
う
な
王
莽
の
姿
勢
に
つ
い
て
少
し
踏
み
込
ん
で
考
え
る
と
、

伝
統
的
な
経
学
的
理
念
に
則
る
以
外
に
も
、
政
権
が
厚
遇
す
る
宗
族
と

王
氏
皇
族
と
の
通
婚
を
妨
害
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
外
戚
の
権
勢
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
王
莽
こ
そ
、
真
に
外
戚
の
脅
威

を
知
る
者
で
あ
る
。
王
莽
政
権
下
の
姚
嬀
陳
田
の
四
姓
者
は
、
皇
籍
に

名
を
連
ね
て
半
永
久
的
に
高
い
地
位
を
世
襲
で
き
る
が
、
同
姓
親
族
の

よ
う
な
皇
位
継
承
の
可
能
性
は
な
く
、
外
戚
と
な
っ
て
国
政
を
壟
断
す

る
道
も
な
い
浮
遊
し
た
集
団
と
な
る
。
し
か
し
以
上
は
あ
く
ま
で
可
能

性
の
域
を
出
な
い
。
王
莽
の
新
朝
は
わ
ず
か
十
五
年
ほ
ど
で
崩
壊
す

る
。
四
姓
者
で
史
書
に
名
を
残
し
た
者
は
少
な
く）

85
（

、
長
期
的
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
は
知
る
べ
く
も
な
い
。

好
並
隆
司
氏
は
漢
代
後
半
期
の
皇
帝
の
性
格
と
王
莽
が
台
頭
し
て
い

く
過
程
を
追
い
、
王
莽
政
権
が 

「
個
別
的
臣
下
僚
支
配
」
と
「
血
縁
的

同
族
に
よ
る
支
配
」
と
の
間
で
「
矛
盾
」
し
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
し
た）

86
（

。
王
莽
は
王
氏
の
外
戚
体
制
か
ら
台
頭
し
た
が
、
一
方
で
そ

の
権
力
を
凝
集
さ
せ
て
い
く
過
程
で
、
実
子
を
含
む
多
く
の
血
縁
親
族

を
切
り
捨
て
て
い
る）

87
（

。
そ
う
し
て
目
指
し
た
先
は
漢
の
武
帝
が
築
き
上

げ
た
よ
う
な
官
僚
支
配
体
制
で
あ
り
、
そ
の
ず
れ
に
不
安
要
素
が
あ
っ

た
の
だ
と
、
氏
は
説
く
。
し
か
し
そ
の
「
矛
盾
」
は
、
た
だ
王
莽
が
意

図
せ
ず
陥
っ
た
事
態
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
王
莽
が
積
極
的
に

古
史
を
利
用
し
、
新
た
な
擬
制
的
宗
族
像
を
創
出
す
る
過
程
を
論
じ
て

き
た
。
そ
れ
は
た
だ
政
治
的
結
果
に
振
り
回
さ
れ
る
だ
け
の
姿
で
は
な

い
。
宗
族
体
制
と
脱
宗
族
の
間
で
揺
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
「
矛
盾
」
を

飲
み
込
み
、
新
た
な
秩
序
体
系
を
再
構
築
さ
せ
よ
う
と
努
め
る
姿
が
垣

間
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

あ
ら
た
め
て
「
自
本
」
の
作
成
過
程
を
辿
る
と
、
ま
ず
舜
を
接
点
と

す
る
姚
と
嬀
の
二
つ
の
系
統
を
一
つ
の
直
線
状
に
組
み
直
し
、
古
の
姓

と
氏
を
同
質
の
姓
と
し
て
各
々
一
祖
に
割
り
当
て
る
こ
と
で
完
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
え
で
王
莽
は
、「
自
本
」
を
も
と
に
、
同
祖
関
係
す

ら
怪
し
い
異
姓
者
を
さ
も
同
宗
者
の
ご
と
く
見
な
し
て
、
現
実
政
治
の

う
え
で
そ
の
身
分
を
保
証
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
は
複
数
の
歴
史
認

識
に
関
わ
る
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
第
一
に
舜
の
伝
説
の
曖
昧
さ
、
第

二
に
周
代
の
姓
氏
と
漢
代
以
降
の
姓
の
相
違
、
及
び
前
漢
期
に
お
け
る

姓
氏
の
学
の
未
発
達
、
第
三
に
帝
繋
説
の
普
遍
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
上

古
の
歴
史
が
曖
昧
で
あ
り
、
か
つ
極
め
て
多
く
の
姓
が
遡
る
と
黄
帝
に

包
括
さ
れ
る
な
か
で
、
同
祖
異
姓
や
同
姓
異
祖
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
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と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
決
し
て
王
莽
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。

例
え
ば
、
三
国
時
代
、
魏
の
陳
矯
は
も
と
も
と
広
陵
の
劉
氏
の
出
で

あ
る
が
、
後
に
劉
氏
の
娘
を
娶
っ
た
た
め
に
非
難
さ
れ
た
。
そ
の
と

き
、
岳
父
の
劉
頌
は
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
た
。

舜
の
後
の
姚
・
虞
・
陳
・
田
は
、
本
と
根
系
を
同
じ
く
す
る
も
、

世
々
皆
な
婚
を
為
し
、
礼
律
禁
ぜ
ず
。
今
此
れ
と
同
義
に
し
て
、

婚
を
為
す
も
可
な
り）

88
（

。

ま
た
明
の
謝
肇

は
『
五
雜
組
』
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

婚
姻
は
但
だ
当
に
門
地
の
み
を
論
ず
べ
か
ら
ず
。
亦
た
当
に
姓
の

自
る
所
を
考
す
べ
し
。
姚
・
陳
・
胡
・
田
の
如
き
は
、
皆
な
舜
の

後
な
り
。
姫
・
周
・
魯
・
衛
・
曹
・
鄭
は
、
皆
な
武
王
の
後
な

り
。
俱
に
宜
し
く
婚
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
余
も
以
て
推
類
す

べ
し）

89
（

。

と
も
に
時
代
も
結
論
も
異
な
る
が
、
問
題
意
識
は
「
策
命
」
の
も
の

と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
。
王
莽
の
独
自
性
と
は
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な

状
況
を
逆
手
に
取
っ
て
、
新
た
な
世
界
像
や
宗
族
体
系
を
模
索
し
た
点

に
こ
そ
あ
る
。「
自
本
」
と
は
、
前
漢
末
と
い
う
時
代
と
王
莽
と
い
う

人
物
が
い
た
か
ら
こ
そ
作
り
得
た
系
譜
で
あ
っ
た
。

王
莽
以
降
の
人
々
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
ど
の
よ
う
に
臨
ん
で
い
っ

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）
賛
曰
、
王
莽
始
起
外
戚
、
折
節
力
行
、
以
要
名
誉
、
宗
族
称
孝
、
師
友

帰
仁
。
及
其
居
位
輔
政
、
成
・
哀
之
際
、
勤
労
国
家
、
直
道
而
行
、
動
見

称
述
。
豈
所
謂
、
在
家
必
聞
、
在
国
必
聞
、
色
取
仁
而
行
違
者
邪
。
莽
既

不
仁
而
有
佞
邪
之
材
、
又
乗
四
父
歴
世
之
権
、
遭
漢
中
微
、
国
統
三
絶
、

而
太
后
寿
考
為
之
宗
主
、
故
得
肆
其
姦
慝
、
以
成
簒
盜
之
禍
。
推
是
言
之
、

亦
天
時
、
非
人
力
之
致
矣
。
及
其
窃
位
南
面
、
処
非
所
拠
、
顛
覆
之
勢
険

於
桀
紂
、
而
莽
晏
然
自
以
黄
・
虞
復
出
也
。
乃
始
恣
睢
、
奮
其
威
詐
、
天

虐
民
、
窮
凶
悪
極
、
毒
流
諸
夏
、
乱
延
蛮
貉
、
猶
未
足
逞
其
欲
焉
。（『
漢

書
』
王
莽
伝
）

（
2
）
王
莽
の
「
自
本
」
に
つ
い
て
、
顧
頡
剛
「
五
德
終
始
説
下
的
政
治
和
歴

史
」（『
古
史
辨
』
第
五
册
、
開
明
書
店
、
一
九
九
二
年
所
収
）
が
、「
王

莽
有
了
這
一
個
高
貴
的
世
系
、
又
有
両
個
興
盛
的
予
兆
、
他
就
被
証
明
為

有
做
皇
帝
的
資
格
了
。
…
…
王
莽
的
自
本
、
我
們
審
査
之
後
、
它
的
真
意

義
可
以
宣
布
了
。
一
、
他
為
黄
帝
之
後
、
黄
帝
的
土
徳
是
表
現
在
他
的
名

号
上
的
、
永
遠
不
変
的
、
故
他
亦
応
拠
有
土
徳
。
二
、
他
為
舜
後
、
漢
為

堯
後
、
舜
是
受
堯
的
禅
讓
的
故
事
複
演
一
回
。
三
、『
陰
為
陽
雄
、』
故
他

応
藉
了
姑
母
的
力
量
而
得
国；

『
土
火
相
乗
、』
故
他
応
以
土
徳
代
漢
的
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火
徳
」
と
論
じ
る
の
が
簡
潔
で
あ
る
。
つ
ま
り
漢
を
火
徳
の
堯
に
、
王
莽

自
身
を
土
徳
の
舜
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
、
伝
説
的
な
禅
譲
革
命
を
再
現

し
つ
つ
、
相
生
説
に
よ
る
五
徳
終
始
説
の
原
理
を
も
利
用
し
、
漢
新
革
命

も
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
日
本
で
も
他
に
も
多

く
の
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、
渡
邊
さ
お
り
「
王
莽
の
易
姓
禅
譲
革
命
に

つ
い
て
」（『
東
海
史
学
第
二
九
号
』、
一
九
九
四
年
）
で
は
こ
の
象
徴
性

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
渡
邉
義
浩
「
王
莽
の
革
命
と
古
文
学
」

（『
東
洋
研
究
』
一
七
九
号
、
二
〇
一
一
年
、
の
ち
上
掲
著
書
に
収
録
）
は
、

王
莽
と
古
文
学
と
の
関
係
に
着
目
し
て
よ
り
深
く
掘
り
進
め
て
い
る
。
前

漢
期
の
五
行
説
の
沿
革
や
、
漢
堯
後
説
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
最
後
に
、
前
漢
末
期
の
思
想
的
状
況
に
つ

い
て
は
、
齋
木
哲
郎
「
西
漢
後
期
の
宗
教
意
識
と
儒
教
」（『
鳴
門
教
育
大

学
研
究
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）』
第
十
巻
、
一
九
九
五
年
）、
同

「
王
莽
と
漢
代
の
儒
教
―
そ
の
儒
家
思
想
史
に
お
け
る
位
置
付
け
―
」（『
鳴

門
教
育
大
学
研
究
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）』
第
十
一
巻
、

一
九
九
六
年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
3
）
鄧
楽
群
「
王
莽
宗
舜
代
漢
的
政
治
権
謀
及
其
歴
史
效
応
」（『
寧
夏
社
会

科
学
』
二
〇
〇
四
年
第
六
期
（
総
一
二
七
期
））。

（
4
）
郭
善
兵
『
中
国
古
代
帝
王
宗
廟
礼
制
研
究
』
人
民
出
版
社
、二
〇
〇
七
年
。

（
5
）
張
楠
「
王
氏
家
族
与
新
室
代
漢
」（『
天
中
学
刊
』
第
三
六
巻 

第
一
期
、

二
〇
一
一
年
）。

（
6
）
好
並
隆
司
「
新
朝
の
成
立-

王
莽
の
登
極
過
程
」（『
別
府
大
学
大
学
院

紀
要 

』
四
、二
〇
〇
二
年
）。

（
7
）
東
晋
次
『
王
莽 

儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ
た
男
』（
白
帝
社
、二
〇
〇
三
年
）。

（
8
）
古
橋
紀
宏
「
王
莽
の
『
孝
経
』
解
釈
と
そ
の
明
堂
祭
祀
」（『
文
学
研
究
』

第
二
十
八
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
9
）
板
野
長
八
「
班
固
の
漢
王
朝
神
話
」（『
歴
史
学
研
究
』
四
七
九
号
、

一
九
八
〇
年
）。
ま
た
狩
野
直
禎
「
王
莽
の
出
自
」（『
聖
心
女
子
大
学
論

叢
』
ニ
十
八
号
、
一
九
六
六
年
）
も
参
照
。

（
10
）
孝
元
皇
后
、
王
莽
之
姑
也
。
莽
自
謂
黄
帝
之
後
。
其
自
本
曰
、
黄
帝
姓

姚
氏
、
八
世
生
虞
舜
。
舜
起
嬀

、
以
嬀
為
姓
。
至
周
武
王
封
舜
後
嬀
満

於
陳
。
是
為
胡
公
。
十
三
世
生
完
。
完
字
敬
仲
、
犇
斉
、
斉
桓
公
以
為
卿
。

姓
田
氏
。
十
一
世
、
田
和
有
斉
国
、
世
称
王
。
至
王
建
為
秦
所
滅
。
項
羽

起
、
封
建
孫
安
為
済
北
王
。
至
漢
興
、
安
失
国
、
斉
人
謂
之
王
家
、
因
以

為
氏
。（『
漢
書
』
元
后
伝
）

（
11
）
王
莽
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
王
莽
伝
、
及
び
東
晋
次
『
王
莽 

儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ
た
男
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
渡
邉
義
浩

『
王
莽 

改
革
者
の
孤
独
』（
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
〇
七
四
、
大
修
館
書
店
、

二
〇
一
二
年
）
も
参
照
。

（
12
）
莽
又
曰
、
予
前
在
時
、
建
郊
宮
、
定

廟
、
立
社
稷
、
神
祇
報
況
、
或

光
自
上
復
于
下
、
流
為
烏
、
或
黄
気
熏
烝
、
昭
燿
章
明
、
以
著
黄
、
虞
之

烈
焉
。
自
黄
帝
至
于
済
南
伯
王
、而
祖
世
氏
姓
有
五
矣
。
黄
帝
二
十
五
子
、

分
賜
厥
姓
十
有
二
氏
。
虞
帝
之
先
、
受
姓
曰
姚
、
其
在
陶
唐
曰
嬀
、
在
周

曰
陳
、
在
齊
曰
田
、
在
済
南
曰
王
。
予
伏
念
皇
初
祖
考
黄
帝
、
皇
始
祖
考

虞
帝
、
以
宗
祀
于
明
堂
、
宜
序
於
祖
宗
之
親
廟
。
其
立
祖
廟
五
、
親
廟
四
、

后
夫
人
皆
配
食
。
郊
祀
黄
帝
以
配
天
、
黄
后
以
配
地
。
以
新
都
侯
東
弟
為

大
禖
、
歳
時
以
祀
。
家
之
所
尚
、
種
祀
天
下
。
姚
・
嬀
・
陳
・
田
・
王
氏

凡
五
姓
者
、
皆
黄
・
虞
苗
裔
、
予
之
同
族
也
。
書
不
云
乎
、
惇
序
九
族
。

其
令
天
下
上
此
五
姓
名
籍
于
秩
宗
、
皆
以
為
宗
室
。
世
世
復
、
無
有
所
与
。

其
元
城
王
氏
、
勿
令
相
嫁
娶
。
以
別
族
理
親
焉
。
封
陳
崇
為
統
睦
侯
、
奉

胡
王
後
。
田
豊
為
世
睦
侯
、
奉
敬
王
後
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

（
13
）
黄
帝
者
、
少
典
之
子
。
姓
公
孫
、
名
曰
軒
轅
。（『
史
記
』
五
帝
本
紀
）

（
14
）
昔
少
典
娶
于
有
蟜
氏
、
生
黄
帝
・
炎
帝
。
黄
帝
以
姬
水
成
、
炎
帝
以
姜

水
成
。
成
而
異
徳
。
故
黄
帝
為
姬
、
炎
帝
為
姜
。（『
国
語
』
晋
語
四
）

（
15
）
同
姓
為
兄
弟
。
黄
帝
之
子
二
十
五
人
、
其
同
姓
者
二
人
而
已
。
唯
青
陽

与
夷
鼓
皆
為
己
姓
。
青
陽
、
方
雷
氏
之
甥
也
。
夷
鼓
、
彤
魚
氏
之
甥
也
。
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其
同
生
而
異
姓
者
、
四
母
之
子
別
為
十
二
姓
。
凡
黄
帝
之
子
、
二
十
五
宗
、

其
得
姓
者
十
四
人
為
十
二
姓
。
姬
・
酉
・
祁
・
己
・
滕
・
箴
・
任
・
荀
・

僖
・

・

・
依
、
是
也
。
唯
青
陽
与
蒼
林
氏
同
于
黄
帝
、
故
皆
為
姬
姓
。

（『
国
語
』
晋
語
四
）

（
16
）
例
え
ば
、
白
川
静
「
殷
王
朝
の
神
話
」（『
白
川
静
全
集
第
六
巻 

神
話

と
思
想
』
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
で
は
、
舜
が
元
は
商
族
に
祀
ら
れ
た

太
陽
神
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
御
手
洗
勝
「
帝
舜
の
傳
説
に
つ
い
て
」

（『
紀
要
』
第
二
十
八
巻
一
号
、
一
九
六
八
年
、
の
ち
『
古
代
中
國
の
神
々:

古
代
傳
説
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
四
年
に
収
録
）
は
同
様
に
商
族
の

神
と
す
る
も
の
の
、
舜
の
農
耕
説
話
な
ど
も
引
い
た
う
え
で
田
神
や
農
神

と
し
て
の
性
格
を
指
摘
す
る
。
青
木
正
兒
「
堯
舜
傳
説
の
構
成
」（『
青
木

正
児
全
集
』
第
二
巻
、
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
）
で
は
、
一
地
方
英
雄
神

で
あ
っ
た
舜
が
、
後
世
の
儒
家
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
聖
王
と
し
て
崇
め
ら

れ
た
と
主
張
す
る
。
佐
藤
長
「
堯
舜
禹
傳
説
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
中
国

古
代
史
論
考
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
舜
の
説
話
に
関
わ
る
地
名

を
精
査
す
る
こ
と
で
、
殷
代
山
東
地
域
の
農
業
神
と
し
て
の
面
を
指
摘
し

た
。
楊
寛
「
中
国
上
古
史
学
導
論
」（『
古
史
辨
』
第
六
冊
、
開
明
書
店
、

一
九
九
二
年
所
収
）
第
七
編 

舜
与
帝
俊
大
皞
で
も
、
舜
は
も
と
『
山
海

経
』
の
俊
を
起
源
と
し
た
殷
人
東
夷
の
帝
で
あ
る
と
説
く
。

（
17
）
上
掲
の
白
川
静
著
書
、
第
七
章
「
古
帝
王
の
系
譜
」
を
参
照
。

（
18
）
虞
舜
は
、
名
は
重
華
と
曰
ふ
。
重
華
の
父
は
瞽
叟
と
曰
ひ
、
瞽
叟
の
父

は
橋
牛
と
曰
ひ
、
橋
牛
の
父
は
句
望
と
曰
ひ
、
句
望
の
父
は
敬
康
と
曰
ひ
、

敬
康
の
父
は
窮
蟬
と
曰
ひ
、
窮
蟬
の
父
は
帝
顓
頊
と
曰
ひ
、
顓
頊
の
父
は

昌
意
と
曰
ふ
。
以
て
舜
に
至
る
ま
で
七
世
あ
り
。

 

虞
舜
者
、
名
曰
重
華
。
重
華
父
曰
瞽
叟
、
瞽
叟
父
曰
橋
牛
、
橋
牛
父
曰
句

望
、
句
望
父
曰
敬
康
、
敬
康
父
曰
窮
蟬
、
窮
蟬
父
曰
帝
顓
頊
、
顓
頊
父
曰

昌
意
、
以
至
舜
七
世
矣
。（『
史
記
』
五
帝
本
紀
）

（
19
）
古
代
の
姓
氏
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

諸
橋
徹
次
『
支
那
の
家
族
制
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
四
〇
年
）、
加
藤
常

賢
『
支
那
古
代
家
族
制
度
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）、
江
頭
廣

『
姓
考
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
〇
年
）、
尾
形
勇
『
中
国
古
代
の
「
家
」

と
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）
等
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
本

稿
で
は
、
陳

『
商
周
姓
氏
制
度
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）

な
ど
を
参
考
と
し
た
。

（
20
）
上
掲
陳

著
書
参
考
。
卜
辞
に
見
え
る
氏
族
名
号
は
、
収
族
や
婚
姻
を

分
け
る
よ
う
な
広
義
の
姓
の
ご
と
き
性
格
は
見
ら
れ
る
が
、
男
女
で
名
を

分
け
る
よ
う
な
機
能
は
見
ら
れ
な
い
と
説
く
。

（
21
）
西
周
代
金
文
に
お
け
る
姓
に
つ
い
て
は
、
落
合
淳
思
「
西
周
代
の
姓
」

（『
中
国
古
代
史
論
叢 

第
三
集
』
二
〇
〇
六
年
）
が
分
か
り
や
す
い
。
ま

た
谷
秀
樹
「
西
周
代
姓
考
」（『
立
命
館
文
学
』
六
五
九
号
、二
〇
一
八
年
）

で
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
数
量
的
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。

（
22
）『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
八
年
。

（
23
）『
国
語
』
周
語
・
晋
語
。

（
24
）
故
に
司
馬
遷 

左
氏
・
国
語
に
拠
り
、
世
本
・
戦
国
策
を
採
り
、
楚
漢

春
秋
を
述
ぶ
。

 

故
司
馬
遷
拠
左
氏
・
国
語
、
采
世
本
・
戦
国
策
、
述
楚
漢
春
秋
。（『
漢
書
』

司
馬
遷
伝
）

（
25
）
上
掲
尾
形
勇
著
書
。
漢
代
の
姓
種
の
偏
り
か
ら
、
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
分
布
が
見
ら
れ
る
と
説
く
。

（
26
）
上
掲
尾
形
著
書
で
は
、
姓
氏
制
的
秩
序
の
弛
緩
と
崩
壊
に
よ
る
な
し
く

ず
し
的
な
姓
の
拡
遍
を
想
定
し
つ
つ
も
、
一
律
的
・
継
起
的
な
「
有
姓
化
」

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。
上
掲
陳

著
書
は
、
姓
と
氏
の

混
淆
と
姓
の
普
及
を
分
け
て
論
じ
、
前
者
は
顧
炎
武
の
説
よ
り
早
く
戦
国

期
に
始
ま
る
と
考
え
る
。

（
27
）
高
祖
、
沛
豊
邑
中
陽
裏
人
。
姓
劉
氏
、
字
季
。（『
史
記
』
高
祖
本
紀
）

（
28
）
姓
氏
之
称
、
自
太
史
公
始
混
而
為
一
。
本
紀
於
秦
始
皇
、
則
曰
姓
趙
氏
、
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於
漢
髙
祖
、
則
曰
姓
劉
氏
。（『
日
知
録
』
巻
二
十
三
）

（
29
）
房 

本
姓
は
李
、
推
律
自
定
し
て
京
氏
と
為
す
。

 
房
本
姓
李
、
推
律
自
定
為
京
氏
。（『
漢
書
』
京
房
伝
）

 

吹
律
定
姓
説
に
つ
い
て
は
、
尾
形
勇
「「
吹
律
定
姓
」
初
探
―
中
国
古
代

姓
氏
制
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
国
家
と
農
民  

西
嶋
定
生
博
士
還
暦
記
念
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

（
30
）『
論
衡
』
詰
術
編
、『
白
虎
通
』
巻
八 

姓
名
。

（
31
）『
潜
夫
論
』
志
氏
姓
編
、『
風
俗
通
』
姓
氏
編
。『
風
俗
通
』
姓
氏
編
は

既
に
散
逸
し
て
お
り
、
張
澍
の
編
輯
等
が
あ
る
。

（
32
）
魏
氏 

九
品
を
立
て
、
中
正
を
置
き
、
世
冑
を
尊
び
、
寒
士
を
賤
し
み
、

権
は
右
姓
に
帰
す
の
み
。
其
れ
州
大
中
正
・
主
簿
、
郡
中
正
・
功
曹
は
、

皆
著
姓
士
族
を
取
り
て
之
を
為
し
、
以
て
門
冑
を
定
め
、
人
物
を
品
藻
す
。

晋
・
宋 

之
に
因
り
て
、
始
め
て
姓
を
尚
ぶ
。
然
に
其
れ
貴
賤
別
け
、
士

庶
を
分
け
、
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
時
に
有
司
選
挙
は
、
必
ず
譜
籍
を

稽
し
、
而
し
て
其
の
真
偽
を
考
す
。
故
に
官
に
世
冑
有
り
、
譜
に
世
官
有

り
。
賈
氏
・
王
氏
の
譜
学
焉
よ
り
出
づ
。

 

魏
氏
立
九
品
、
置
中
正
、
尊
世
冑
、
卑
寒
士
、
権
帰
右
姓
巳
。
其
州
大
中

正
・
主
簿
、
郡
中
正
・
功
曹
、
皆
取
著
姓
士
族
為
之
、
以
定
門
冑
、
品
藻

人
物
。
晋
・
宋
因
之
、
始
尚
姓
巳
。
然
其
別
貴
賎
、
分
士
庶
、
不
可
易
也
。

于
時
有
司
選
挙
、
必
稽
譜
籍
、
而
考
其
真
偽
。
故
官
有
世
冑
、
譜
有
世
官
。

賈
氏
・
王
氏
譜
学
出
焉
。（『
新
唐
書
』
柳
沖
伝
）

（
33
）
男 

子
称
氏
、
女
子
称
姓
。
氏
一
再
伝
而
可
変
、
姓
千
万
年
而
不
変
。

（
顧
炎
武
『
亭
林
文
集
』
原
姓
、『
顧
亭
林
遺
書
彙
輯
』
所
収
）

（
34
）
帝
舜
姚
姓
。（『
世
本
』、『
春
秋
左
伝
正
義
』
隠
公
八
年
所
引
）

（
35
）
帝
舜
曰
、
咨
、
爾
費
、
賛
禹
功
、
其
賜
爾

游
。
爾
後
嗣
将
大
出
。
乃

妻
之
姚
姓
之
玉
女
。（『
史
記
』
秦
本
紀
）

（
36
）
舜
閔
在
家
、
父
何
以
鱞
。
堯
不
姚
告
、
二
女
何
親
。（『
楚
辞
』
天
問
）

（
37
）
舜
崩
、
有
禹
代
興
。
禹
卒
受
命
、
乃
遷
邑
姚
姓
于
陳
。（『
大
戴
礼
』
少
間
）

（
38
）
昔
有
過
澆
、
殺
斟
灌
以
伐
斟
鄩
、
滅
夏
后
相
。
后
緡
方
娠
。
逃
出
自
竇
、

帰
于
有
仍
、
生
少
康
焉
。
為
仍
牧
正
、
惎
澆
能
戒
之
。
澆
使
椒
求
之
、
逃

奔
有
虞
、
為
之
庖
正
、
以
除
其
害
。
虞
思
於
是
妻
之
以
二
姚
。（『
春
秋
左

氏
伝
』
哀
公
元
年
伝
）

（
39
）
大
荒
之
中
、
有
不
庭
之
山
、
栄
水
窮
焉
。
有
人
三
身
。
帝
俊
妻
娥
皇
、

生
此
三
身
之
国
、
姚
姓
、
黍
食
、
使
四
鳥
。（『
山
海
経
』
大
荒
南
経
）

（
40
）
少
康
の
未
だ
家
せ
ざ
る
に
及
び
て
、
有
虞
の
二
姚
を
留
め
ん
。

 

及
少
康
之
未
家
兮
、
留
有
虞
之
二
姚
。（『
楚
辞
』
離
騒
）

（
41
）
例
え
ば
、
徐
旭
生
『
中
国
古
史
的
伝
説
時
代
（
増
訂
本
）』（
文
物
出
版

社
、
一
九
八
五
年
）
は
、
あ
く
ま
で
『
山
海
経
』
の
上
で
は
別
人
格
と
見

え
る
の
で
、
両
者
は
分
け
る
べ
き
と
主
張
す
る
。

（
42
）
陳
胡
公
満
者
、
虞
帝
舜
之
後
也
。
昔
舜
為
庶
人
時
、
堯
妻
之
二
女
、
居

于
嬀

、
其
後
因
為
氏
姓
、
姓
媯
氏
。（『
史
記
』
陳
杞
世
家
）

（
43
）
自
幕
至
于
瞽

、
無
違
命
。
舜
重
之
以
明
徳
、
寘
徳
于
遂
。
遂
世
守
之
、

及
胡
公
不
淫
、
故
周
賜
之
姓
、
使
祀
虞
帝
。
臣
聞
、
盛
徳
必
百
世
祀
、
虞

之
世
数
未
也
。
継
守
将
在
斉
、
其
兆
既
存
矣
。（『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
八

年
伝
）

（
44
）
帝
舜
之
後
。
舜
生
嬀

、
子
孫
氏
焉
。（『
世
本
』、『
元
和
姓
纂
』
五
支

所
引
）

（
45
）
帝
曰
、
咨
、
四
岳
、
朕
在
位
七
十
載
、
汝
能
庸
命
。
巽
朕
位
。
岳
曰
、

否
徳
、
忝
帝
位
。
曰
、
明
明
揚
側
陋
。
師
錫
帝
曰
、
有
鰥
在
下
、
曰
虞
舜
。

帝
曰
、
俞
。
予
聞
。
如
何
。
岳
曰
、
瞽
子
。
父
頑
、
母
嚚
、
象
傲
。
克
諧

以
孝
烝
烝
、
乂
不
格
姦
。
帝
曰
、
我
其
試
哉
。（
女
）
于
時
、
観
厥
刑
于

二
女
。
釐
降
二
女
于
嬀

、
嬪
于
虞
。
帝
曰
、
欽
哉
。（『
尚
書
』
堯
典
）

 
ま
た
当
該
部
分
を
読
解
す
る
に
あ
た
り
、
加
藤
常
賢
『
新
釈
漢
文
大
系 

書
経
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
三
年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
46
）
舜
と
両
姓
の
問
題
に
関
し
て
、
御
手
洗
勝
「
帝
舜
と
陳
」（『
紀
要
』
第

三
十
一
巻
一
号
、
一
九
七
三
年
、
の
ち
上
掲
著
書
に
収
録
）
で
は
、
姚
姓
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族
か
ら
崇
め
ら
れ
て
い
た
舜
を
、後
か
ら
嬀
姓
族
が
崇
め
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
伝
説
の
改
変
も
行
わ
れ
た
と
推
測
す
る
。

（
47
）
姚
、
虞
舜
居
姚
虚
、
因
以
為
姓
。
从
女
兆
声
。
或
為
姚
、

也
。
史
篇

以
為
、
姚
、
易
也
。

 

嬀
、
虞
舜
居
嬀

、
因
以
為
氏
。
从
女
為
声
。（『
説
文
解
字
』
巻
十
三 

女
部
）

（
48
）
氏
、
各
旧
本
及
集
韻
・
類
篇
皆
同
。
毛

季

改
為
姓
、
非
也
。（『
説

文
解
字
注
』
巻
十
三 
女
部
）

（
49
）
姓
は
、
百
世
を
統
繫
し
別
れ
ざ
る
所
以
な
り
。
氏
は
、
子
孫
の
出
づ
る

所
を
別
つ
所
以
な
り
。
故
に
『
世
本
』
の
篇
に
姓
は
則
ち
上
に
在
り
と
言

ひ
、
氏
は
則
ち
下
に
在
り
と
言
ふ
な
り
。
此
れ
姓
に
由
り
て
氏
と
す
る
の

說
な
り
。
既
に
別
れ
て
氏
為
れ
ば
、
則
ち
之
を
氏
姓
と
謂
ふ
。
故
に
『
風

俗
通
』・『
潜
夫
論
』
皆
な
氏
姓
を
以
て
篇
に
名
づ
け
、
諸
書
多
く
氏
姓
と

言
ふ
。

 

姓
者
、
所
以
統
繫
百
世
不
別
也
。
氏
者
、
所
以
別
子
孫
之
所
出
。
故
世
本

之
篇
言
姓
則
在
上
、言
氏
則
在
下
也
。
此
由
姓
而
氏
之
說
也
。
既
別
為
氏
、

則
謂
之
氏
姓
。
故
風
俗
通
・
潜
夫
論
皆
以
氏
姓
名
篇
。
諸
書
多
言
氏
姓
。

（『
説
文
解
字
注
』
同
上
）

（
50
）
瞽

姓
嬀
。
妻
曰
握
登
、
見
大
虹
意
感
而
生
舜
於
姚
墟
。
故
姓
姚
。

（『
史
記
正
義
』
巻
一 

五
帝
本
紀
）

（
51
）
翁
孺
既
に
免
ぜ
ら
れ
、
東
平
陵
の
終
氏
と
怨
を
為
し
、
乃
ち
魏
郡
元
城

の
委
粟
里
に
徙
り
、
三
老
と
為
る
。

 

翁
孺
既
免
、
而
与
東
平
陵
終
氏
為
怨
、
乃
徙
魏
郡
元
城
委
粟
里
、
為
三
老
。

（『
漢
書
』
元
后
伝
）

（
52
）
而
し
て
孝
宣
帝
即
位
し
、
今
王
氏
先
祖
の
墳
墓
の
済
南
に
在
る
は
、
其

の
梓
柱 

枝
葉
を
生
じ
、
扶
疏
と
し
て
上
り
て
屋
を
出
で
、
根
は
地
中
に

す
。

 

而
孝
宣
帝
即
位
、
今
王
氏
先
祖
墳
墓
在
済
南
者
、
其
梓
柱
生
枝
葉
、
扶
疏

上
出
屋
、
根

地
中
。（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
）

（
53
）
完
卒
し
、
謚
し
て
敬
仲
と
為
す
。
仲 

稚
孟
夷
を
生
む
。
敬
仲
の
斉
に

如
く
に
、
陳
字
を
以
て
田
氏
と
為
す
。

 

完
卒
、
謚
為
敬
仲
。
仲
生
稚
孟
夷
。
敬
仲
之
如
斉
、
以
陳
字
為
田
氏
。

（『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
）

（
54
）
国
名
と
氏
を
分
け
る
見
方
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
上
掲
の
顧
炎
武

『
亭
林
文
集
』
原
姓
に
は
、「
最
貴
者
、
国
君
。
国
君
、
無
氏
、
称
国
」
と

言
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
号
字
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
陳

を
氏
で
も
あ
る
も
の
と
見
な
す
。

（
55
）（
衞
莊
公
）
又
た
陳
よ
り
娶
る
。
厲
嬀
と
曰
ひ
、
孝
伯
を
生
む
も
、
早
く

に
死
す
。
其
の
娣
戴
嬀
は
、
桓
公
を
生
む
。
荘
姜
以
て
己
が
子
と
為
す
。

 

又
娶
于
陳
。
曰
厲
嬀
、
生
孝
伯
、
早
死
。
其
娣
戴
嬀
、
生
桓
公
。
荘
姜
以

為
己
子
。（『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
三
年
伝
）

（
56
）
上
掲
渡
邉
義
浩
論
文
。

（
57
）
上
掲
『
史
記
』
五
帝
本
紀
。

（
58
）
前
漢
末
期
の
明
堂
に
お
け
る
宗
祀
に
つ
い
て
は
、
永
井
弥
人
「
前
漢
末

期
の
明
堂
建
設
に
於
け
る
王
莽
の
意
図
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第

四
十
八
集
、
一
九
九
六
年
）、
上
掲
古
橋
論
文
を
参
照
。

（
59
）
前
漢
期
の
宗
廟
制
議
論
に
つ
い
て
は
、
藤
川
正
數
「
前
漢
時
代
に
お
け

る
宗
廟
禮
説
の
変
遷
と
そ
の
思
想
的
根
底
」（『
東
方
学
』
第
二
十
八
輯
、

一
九
六
四
年
、
の
ち
『
漢
代
に
お
け
る
礼
学
の
研
究
』
風
間
書
房
、

一
九
六
八
年
所
収
）、
伊
藤
徳
男
「
前
漢
の
宗
廟
制
―
七
廟
制
の
成
立
を

中
心
に
し
て
―
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集 

歴
史
学
・
地
理
学
』
第
十
三

号
、
一
九
八
三
年
）、
保
科
季
子
「
前
漢
後
半
期
に
お
け
る
儒
家
礼
制
の

受
容
―
漢
的
伝
統
と
の
対
立
と
皇
帝
観
の
変
貌
―
」（『
方
法
論
と
し
て
の

丸
山
眞
男
』
歴
史
と
方
法
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
八
年
）、
鷲
尾
祐
子

「
前
漢
祖
宗
廟
制
度
の
研
究
」（『
立
命
館
文
学
』
五
七
七
号
、
二
〇
〇
二

年
）、
上
掲
郭
善
兵
『
中
国
古
代
帝
王
宗
廟
礼
制
研
究
』、
目
黑
杏
子
「
前
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漢
後
半
期
に
お
け
る
宗
廟
制
の
変
容
」（『
東
方
学
報
』
第
九
十
五
冊
、

二
〇
二
〇
年
）
が
詳
し
い
。

（
60
）
以
上
、
主
に
上
掲
伊
藤
論
文
、
上
掲
目
黑
論
文
に
拠
る
。

（
61
）
上
掲
目
黑
論
文
。
ま
た
上
掲
郭
著
書
も
同
様
の
見
解
を
示
す
。

（
62
）
文
献
に
見
え
る
王
莽
の
宗
廟
は
九
数
だ
が
、
一
九
五
六
年
以
降
に
発
掘

さ
れ
た
王
莽
九
廟
と
考
え
ら
れ
る
漢
代
長
安
城
南
郊
の
礼
制
建
築
遺
址

は
、
十
二
数
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
も
、
上
掲
郭
著
書
に
詳
し
い
。

（
63
）
九
廟
、
一
曰
黄
帝
太
初
祖
廟
、
二
曰
帝
虞
始
祖
昭
廟
、
三
曰
陳
胡
王
統

祖
穆
廟
、
四
曰
斉
敬
王
世
祖
昭
廟
、
五
曰
済
北
愍
王
王
祖
穆
廟
、
凡
五
廟

不
墮
云
。
六
曰
済
南
伯
王
尊
禰
昭
廟
、
七
曰
元
城
孺
王
尊
禰
穆
廟
、
八
曰

陽
平
頃
王
戚
禰
昭
廟
、
九
曰
新
都
顯
王
戚
禰
穆
廟
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

（
64
）
宗
正
は
秦
官
な
り
。
親
属
を
掌
る
。
丞
有
り
。
平
帝
の
元
始
四
年
、
名

を
宗
伯
に
更
ふ
。
…
…
王
莽 

其
官
を
秩
宗
に
併
す
。

 

宗
正
、
秦
官
。
掌
親
属
。
有
丞
。
平
帝
元
始
四
年
更
名
宗
伯
。
…
…
王
莽

并
其
官
於
秩
宗
。（『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
）

（
65
）
奉
常
は
、秦
官
な
り
。
宗
廟
礼
儀
を
掌
る
。
丞
有
り
。
景
帝
の
中
六
年
、

名
を
太
常
に
更
ふ
。
…
…
王
莽 

太
常
を
改
め
て
秩
宗
と
曰
ふ
。

 

奉
常
、
秦
官
。
掌
宗
廟
礼
儀
。
有
丞
。
景
帝
中
六
年
更
名
太
常
。
…
…
王

莽
改
太
常
曰
秩
宗
。（『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
）

（
66
）
楯
身
智
志
「
前
漢
の
宗
正:

帝
室
・
諸
侯
王
家
関
係
再
考
」（『
史
学
雑

誌
』
第
一
二
一
編 

第
三
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
67
）
莽 

司
命
大
将
軍
孔
仁
を
遣
は
し
て
豫
州
を
部
べ
し
め
、
納
言
大
将
軍

厳
尤
・
秩
宗
大
将
軍
陳
茂
を
し
て
荊
州
を
撃
た
し
む
。

 

莽
遣
司
命
大
将
軍
孔
仁
部
豫
州
、
納
言
大
将
軍
厳
尤
・
秩
宗
大
将
軍
陳
茂

撃
荊
州
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

 

ま
た
陳
茂
は
、『
漢
書
』
平
帝
紀
に
執
金
吾
候
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

（
68
）
睦
、
目
順
也
。
从
目

聲
。
一
曰
敬
和
也
。（『
説
文
解
字
』
巻
五 

目

部 

睦
）

（
69
）
克
く
俊
徳
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
九
族
を
親
し
く
す
。
九
族
既
に
睦
め

ば
、
百
姓
を
平
章
す
。

 

克
明
俊
徳
、
以
親
九
族
。
九
族
既
睦
、
平
章
百
姓
。（『
尚
書
』
堯
典
）

 

子
云
ふ
、
父
母
の
党
に
睦
む
は
、
孝
と
謂
ふ
べ
し
。
故
に
君
子
は
睦
に
因

り
て
以
て
族
を
合
す
。

 

子
云
、
睦
於
父
母
之
党
、
可
謂
孝
矣
。
故
君
子
因
睦
以
合
族
。（『
礼
記
』

坊
記
）

（
70
）
王
氏
の
斉

の
属
を
封
じ
て
侯
と
為
し
、
大
功
を
伯
と
為
し
、
小
功
を

子
と
為
し
、

麻
を
男
と
為
し
、
其
の
女
を
皆 

任
と
為
す
。
男
は
睦
を

以
て
し
、
女
は
隆
を
以
て
号
と
為
す
。
皆
な
印

を
授
か
る
。
諸
侯
を
し

て
太
夫
人
・
夫
人
・
世
子
を
立
た
し
め
、
亦
た
印

を
受
く
。

 

封
王
氏
斉

之
属
為
侯
、
大
功
為
伯
、
小
功
為
子
、

麻
為
男
、
其
女
皆

為
任
。
男
以
睦
、
女
以
隆
為
号
焉
。
皆
授
印

。
令
諸
侯
立
太
夫
人
・
夫

人
・
世
子
、
亦
受
印

。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

（
71
）
惟
れ
王
氏
は 

、
虞
帝
の
後
な
り
。
帝

よ
り
出
づ
。
劉
氏
は
、
堯
の
後

な
り
。
顓
頊
よ
り
出
づ
。
是
に
於
て
姚
恂
を
封
じ
て
初
睦
侯
と
為
し
、
黄

帝
の
後
を
奉
ら
し
む
。
梁
護
を
脩
遠
伯
と
為
し
て
、
少
昊
の
後
を
奉
ら
し

む
。
皇
孫
功
隆
公
千
、帝

の
後
を
奉
ら
し
む
。
劉
歆
を
祁
烈
伯
と
為
し
、

顓
頊
の
後
を
奉
ら
し
む
。
国
師
劉
歆
の
子
の
疊
を
伊
休
侯
と
為
し
、
堯
の

後
を
奉
ら
し
む
。
嬀
昌
を
始
睦
侯
と
為
し
、
虞
帝
の
後
を
奉
ら
し
む
。
山

遵
を
褒
謀
子
と
為
し
、皋
陶
の
後
を
奉
ら
し
む
。
伊
玄
を
褒
衡
子
と
為
し
、

伊
尹
の
後
を
奉
ら
し
む
。
漢
の
後
の
定
安
公
劉
嬰
は
、
位
は
賓
と
為
す
。

周
の
後
の
衛
公
姬
党
は
、
更
に
封
じ
て
章
平
公
と
為
し
、
亦
た
賓
と
為
す
。

殷
の
後
の
宋
公
孔
弘
は
、
運
転
次
移
し
、
更
に
封
じ
て
章
昭
侯
と
為
し
、

位
は
恪
と
為
す
。
夏
の
後
の
遼
西
の
姒
豊
は
、
封
じ
て
章
功
侯
と
為
し
、

亦
た
恪
と
為
す
。
四
代
古
宗
は
、
明
堂
に
宗
祀
し
、
以
て
皇
始
祖
考
虞
帝

に
配
す
。
周
公
の
後
の
褒
魯
子
姬
就
・
宣
尼
公
の
後
の
褒
成
子
孔
鈞
は
、
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已
前
に
焉
を
定
む
。

 
惟
王
氏
、
虞
帝
之
後
也
。
出
自
帝

。
劉
氏
、
堯
之
後
也
。
出
自
顓
頊
。

於
是
封
姚
恂
為
初
睦
侯
、
奉
黄
帝
後
。
梁
護
為
脩
遠
伯
、
奉
少
昊
後
。
皇

孫
功
隆
公
千
、
奉
帝

後
。
劉
歆
為
祁
烈
伯
、
奉
顓
頊
後
。
国
師
劉
歆
子

疊
為
伊
休
侯
、
奉
堯
後
。
嬀
昌
為
始
睦
侯
、
奉
虞
帝
後
。
山
遵
為
褒
謀
子
、

奉
皋
陶
後
。
伊
玄
為
褒
衡
子
、
奉
伊
尹
後
。
漢
後
定
安
公
劉
嬰
、
位
為
賓
。

周
後
衛
公
姬
党
、
更
封
為
章
平
公
、
亦
為
賓
。
殷
後
宋
公
孔
弘
、
運
転
次

移
、
更
封
為
章
昭
侯
、
位
為
恪
。
夏
後
遼
西
姒
豊
、
封
為
章
功
侯
、
亦
為

恪
。
四
代
古
宗
、
宗
祀
于
明
堂
、
以
配
皇
始
祖
考
虞
帝
。
周
公
後
褒
魯
子

姬
就
、
宣
尼
公
後
褒
成
子
孔
鈞
、
已
前
定
焉
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

（
72
）「
世
経
」
は
『
漢
書
』
律
暦
志
に
載
せ
て
あ
る
古
代
史
観
で
あ
り
、
そ

こ
で
の
帝
王
は
、
太
昊
・
炎
帝
・
黄
帝
・
少
昊
・
顓
頊
・
帝

・
唐
帝
・

虞
帝
・
伯
禹
・
成
湯
と
い
う
相
生
の
順
序
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
佐
川
繭

子
「
劉
歆
「
世
経
」
の
示
す
歴
史
認
識
に
つ
い
て
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第

一
一
七
巻
第
一
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
れ
ば
、『
左
伝
』
と
『
易
』

を
基
本
資
料
と
し
つ
つ
、『
周
官
』
の
祭
祀
対
象
で
あ
る
五
帝
を
第
一
循

環
に
置
き
操
作
す
る
こ
と
で
作
成
さ
れ
た
と
論
じ
る
。

（
73
）
宗
者
、
何
謂
也
。
宗
尊
也
、
為
先
祖
主
者
、
宗
人
之
所
尊
也
。
…
…
大

宗
能
率
小
宗
、
小
宗
能
率
群
弟
、
通
其
有
無
、
所
以
紀
理
族
人
者
也
。

（『
白
虎
通
』
宗
族
）

（
74
）
上
掲
好
並
隆
司
論
文
。

（
75
）「
王
莽
的
宗
族
比
較
特
殊
、
本
来
同
姓
為
宗
、
而
王
莽
的
宗
族
却
是
異

姓
同
宗
。
…
…
王
氏
要
認
舜
為
祖
、
就
不
得
不
認
同
其
他
四
姓
為
異
姓
同

宗
。」（
楊
永
俊
『
禅
譲
政
治
研
究
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

 

「
又
巧
妙
的
将
姚
、
嬀
、
陳
、
田
、
四
姓
帰

于
王
氏
皇
室
宗
親
範
疇
中
、

从
而
収
到
拡
大
王
氏
皇
室
社
会
基
礎
的
効
果
。」（
上
掲
郭
善
兵
著
書
）

（
76
）
上
掲
楊
氏
著
書
。

（
77
）
取
妻
不
取
同
姓
。
故
買
妾
不
知
其
姓
則
卜
之
。
寡
婦
之
子
、非
有
見
焉
、

弗
与
為
友
。（『
礼
記
』
曲
礼
）

（
78
）
叔
詹
諫
曰
、
臣
聞
天
之
所
啓
、
人
弗
及
也
。
晋
公
子
有
三
焉
。
天
其
或

者
将
建
諸
。
君
其
礼
焉
。
男
女
同
姓
、
其
生
不
蕃
。
晋
公
子
、
姬
出
也
。

而
至
于
今
、
一
也
。（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
三
年
伝
）

（
79
）
諸
の
同
姓
の
婚
を
為
す
者
は
、
各
々
徒
二
年
。

麻
以
上
は
姦
を
以
て

論
ず
。

 

諸
同
姓
為
婚
者
、
各
徒
二
年
。

麻
以
上
以
姦
論
。（『
唐
律
疏
義
』
巻

十
四 

同
姓
為
婚
）

（
80
）
鶴
間
和
幸
「
漢
代
豪
族
の
地
域
的
性
格
」（『
史
学
雑
誌
』
第
八
七
編 

第
一
二
号
、
一
九
七
八
年
）。

（
81
）
初
め
、
莽
の
妻
の
宜
春
侯
王
氏
の
女
、
立
ち
て
皇
后
と
為
る
。

 

初
、
莽
妻
宜
春
侯
王
氏
女
、
立
為
皇
后
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

（
82
）（
始
建
國
二
年
十
一
月
、
孫
建
の
上
奏
を
承
け
）
莽
曰
く
、
可
な
り
。

嘉
新
公
国
師
は
、
符
命
を
以
て
予
が
四
輔
と
為
れ
。
明
徳
侯
劉
龔
・
率
礼

侯
劉
嘉
等
凡
三
十
二
人
は
皆
天
命
を
知
り
、
或
は
天
符
を
献
じ
、
或
は
昌

言
を
貢
ぎ
、
或
は
反
虜
を
捕
告
し
、
厥
の
功
茂
な
り
。
諸
劉
と
三
十
二
人

の
同
宗
・
共
祖
な
る
者
と
は
罷
む
る
こ
と
勿
り
て
、
姓
を
賜
ひ
て
王
と
曰

は
ん
と
。
唯
国
師
の
み
女
の
莽
が
子
に
配
す
を
以
て
、
故
に
姓
を
賜
は
ず
。

 

莽
曰
、
可
。
嘉
新
公
国
師
以
符
命
為
予
四
輔
。
明
徳
侯
劉
龔
・
率
礼
侯
劉

嘉
等
凡
三
十
二
人
皆
知
天
命
、
或
献
天
符
、
或
貢
昌
言
、
或
捕
告
反
虜
、

厥
功
茂
焉
。
諸
劉
与
三
十
二
人
同
宗
共
祖
者
勿
罷
、
賜
姓
曰
王
。
唯
国
師

以
女
配
莽
子
、
故
不
賜
姓
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）

（
83
）
尾
形
勇
「
中
国
の
姓
氏
」（
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講

座 

第
一
〇
巻
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
と
習
俗
』
學
生
社
、
一
九
八
四

年
、
所
収
）。

（
84
）
上
掲
尾
形
氏
の
所
論
に
お
い
て
も
、
従
関
係
に
あ
る
も
の
が
以
後
代
々

通
婚
を
さ
せ
な
い
た
め
に
同
姓
を
与
え
た
例
が
引
か
れ
て
い
る
。

（
85
）
黄
帝
の
後
を
奉
じ
た
姚
恂
は
、
寧
始
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
の
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始
建
国
三
年
に
は
罷
免
さ
れ
て
い
る
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
）
ほ
か
に
も
、

 
始
睦
侯
嬀
昌
や
世
睦
侯
田
豊
な
ど
は
、『
漢
書
』
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
86
）
上
掲
好
並
隆
司
論
文
。

（
87
）
王
莽
は
即
位
前
に
長
男
の
王
宇
と
次
男
の
王
獲
は
自
殺
さ
せ
ら
れ
て
お

り
、
四
男
の
王
臨
も
地
皇
二
年
に
謀
反
を
疑
わ
れ
自
殺
し
て
い
る
。

（
88
）
初
、
頌
嫁
女
臨
淮
陳
矯
。
矯
本
劉
氏
子
、
与
頌
近
親
、
出
養
於
姑
、
改
姓

陳
氏
。
中
正
劉
友
譏
之
。
頌
曰
、
舜
後
姚
・
虞
・
陳
・
田
・
本
同
根
系
、
而

世
皆
為
婚
、
礼
律
不
禁
。
今
与
此
同
義
、
為
婚
可
也
。（『
晋
書
』
劉
頌
伝
）

（
89
）
婚
姻
不
但
当
論
門
地
。
亦
当
考
姓
之
所
自
。
如
姚
・
陳
・
胡
・
田
、
皆

舜
之
後
。
姬
・
周
・
魯
・
衛
・
曹
・
鄭
、
皆
武
王
之
後
。
俱
不
宜
為
婚
。

其
餘
可
以
推
類
。（『
五
雑
組
』
巻
十
四 
事
部
二
）

（
い
ち
む
ら 

し
ゅ
ん
た
ろ
う　

北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
課
程
学
生
）


